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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
指
導
の
現
場
か
ら
考
え
る
、体
育
教
育
の
重
要
性�

貴志康一�
コンサート�
15組30名様�
ご招待�

詳しくはｐ22をご覧ください�

「恩賜の杖」（鳩杖はとづえ）��
鳩杖は、辞書によれば「80歳以上の功臣に宮中から下賜された。鳩は食する時にむせない鳥であるとし、これにあやか
るため、老人用の杖の握りの部分に鳩の形をつけたもの」とあります。学園の創立者平生釟三郎先生は、1945年、枢
密院顧問官の功績により、この鳩杖を賜りました。現在は1号館1階にある学園史資料展示室で陳列されています（入
場自由）。学園の歴史を広く知っていただき、平生先生の建学の精神を継承していきたいと願い、このコラム欄を「鳩
杖」とネーミング。1952年に甲南高校をご卒業された中井久夫教授に当時の様子を書き下ろしていただいています。�

電
車
は
い
つ
も
満
員
だ
っ
た
／
普
通
は
二
両
／
急
行

は
三
両
／
何
時
の
電
車
の
何
両
目
に
は
変
態
オ
ジ

サ
ン
が
出
る
と
い
う
噂
も
／
尋
常
科
一
、二
年
は
ピ
イ

ピ
イ
声
を
響
か
せ
る
／
三
年
に
な
る
と
静
か
に
な

る
／
一
緒
の
電
車
に
乗
る
女
学
生
に
目
が
行
き
は
じ

め
た
証
拠
／
ほ
と
ん
ど
の
名
前
を
皆
知
っ
て
い
る
／

妹
や
姪
が
そ
の
学
校
に
行
っ
て
い
る
か
ら
だ
／
話
し

か
け
る
勇
気
は
な
い
け
れ
ど
／
誰
か
一
人
を
守
護
の

女
神
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
／
呼
び
名
だ
け
は
「
メ
ッ

チ
ェ
ン
」
と
い
っ
ぱ
し
だ
っ
た
／
会
え
た
日
は
ハ
ッ
ピ
ー

だ
っ
た
／
四
年
間
同
じ
電
車
の
同
じ
扉
に
乗
っ
て
口

も
聞
か
ず
に
そ
の
ま
ま
と
い
う
ケ
ー
ス
も
／
相
手
は

知
ら
な
い
は
ず
／
い
や
気
づ
い
て
知
ら
ん
ぷ
り
を
し

て
い
た
か
も
／
私
た
ち
の
名
前
も
知
れ
て
い
た
ら
し

い
／
や
は
り
兄
か
何
か
か
ら
の
ル
ー
ト
だ
／
文
化
祭

に
は
普
段
見
知
っ
た
顔
が
す
ま
し
て
い
た
／
演
壇
に

立
っ
た
ら
眼
下
第
一
列
に
と
い
う
こ
と
も
／
し
か
し

結
婚
は
も
ち
ろ
ん
交
際
に
至
っ
た
と
い
う
話
は
知
ら

な
い
／
何
と
純
情
な
と
今
で
は
思
う
／
皆
が
皆
純

情
で
は
な
か
っ
た
が
／
そ
こ
は
武
士
の
情
け�

中
井 

久
夫 

教
授
�

�文
学
部
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
医
学
博

士
。
昭
和
9
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
甲
南
中
学
・

甲
南
高
校
を
経
て
昭
和
34
年
京
都
大
学
医
学

部
卒
。
精
神
医
学
者
と
し
て
治
療
と
研
究
に
従

事
す
る
。
平
成
9
年
4
月
か
ら
文
学
部
人
間
科

学
科
教
授
。『
精
神
医
学
の
経
験
』
全
8
巻
他
、

著
・
翻
訳
書
は
多
岐
に
わ
た
る
。
�

鳩
杖
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を�

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

●
著
者
に
惹
か
れ
連
載
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
次
回
は
何
が
飛
び
出
す
こ
と
か
！？

（
’60 
年
卒
・
男
）�

1942年卒業アルバムより�

特 集 �
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□KONAN in 東京！？�

WHAT'S NEW! KONAN

Network Konan ◆ つながる甲南ネットワーク�

ハガキで寄せられた疑問を徹底調査 ◆ こちら甲南特捜部�

第一線で活躍中の卒業生にアクセス！ ◆ IT'S KONAN STYLE

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�

Network 1 ● サッカー部OBに見る東京甲南ネットワーク�

東京での活動に不安より期待を！ 私たちが力になります 
Network 2 ● 就職活動も強力サポート！ 岡本と東京をつなぐネットワーク施設�

首都圏の情報発信・交流拠点「ネットワークキャンパス東京」�

●体育会自動車部　●文化会歌舞伎文楽研究部�

Pick up  高・ 中Topics

甲南フォーラム�

研究室訪問�

表紙の絵�

西井義晃  画　「2号館」�

西井義晃さんプロフィール�

1961年　甲南大学経済学部卒業�
元自由美術会員�

●2003年　個展の予定�

　9月3日～9日�
　大阪なんば高島屋10回記念個展�

　9月24日～30日�
　JR名古屋高島屋個展�

　10月27日～11月1日�
　銀座文藝春秋画廊個展�

次のURLでも作品集をご覧いただけます�
http://webgarou.net

クラブレポート［将棋部］�

プロやOBもバックアップ�
毎日が真剣勝負の熱いクラブ�

自由な校風の中でこそ得られた�
“人と違う事をする”という生き方�

甲南大学人間科学研究所開所式�

兵
庫
県
教
育
委
員
会
と
大
学
の
�

授
業
公
開
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
�

　
甲
南
大
学
で
は
、１
９
９
８
年
度
、文
部
科
学
省
の
「
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
事
業
」（
卓
越
し
た
研
究
組
織
に
お
け
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）に
採
択
さ
れ
、以
降
５
年
間
、心
理
臨
床
領
域
を
中
心
に
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
こ
で
の
成
果
を
継
承
し
、人
文
・
社
会
諸

科
学
の
連
携
に
よ
っ
て
、現
代
人
の
心
の
危
機
に
関
す
る
共
同
研
究

を
行
い
、人
間
研
究
の
新
し
い
領
域
を
創
造
し
、発
展
さ
せ
る
た
め
、

２
０
０
２
年
１１
月
、森
茂
起
文
学
部
教
授
を
所
長
と
し
て
、甲
南
大

学
人
間
科
学
研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。
�

　
本
年
、４
月
１９
日
、８
２
１
講
義
室
で
、開
所
式
が
執
り
行
わ
れ
、　

沢
英
成
学
長
、森
茂
起
所
長
の
挨
拶
の
あ
と
、人
間
科
学
研
究
所
の

活
動
に
つ
い
て
、報
告
と
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
１
９
９
８
年
度
に
採
択
さ
れ
た
推
進
事
業
が
前
年
度
で
終
了
し
、

文
部
科
学
省
か
ら﹇
A
﹈﹇
A
﹈
と
い
う
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、引
き
続
き
行
っ
て
い
た
申
請
が
、本
年
４
月
に
再
度
採
択
さ

れ
、さ
ら
に
５
年
間
の
事
業
が
推
進
さ
れ
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る

研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
�

　３月４日、兵庫県公館で、　沢英成学長が

出席し、兵庫県教育委員会と「県立高等学

校生徒を対象とした大学の授業公開に関す

る協定書」に調印しました。�

　この協定は、特定分野に強い興味や関心

を持ち、高等教育を受ける能力と意欲をもつ

県立高等学校の生徒に、大学レベルの教育

機会を提供し、高校教育の活性化や、高等学

校と大学との円滑な接続を図ることを目的とし

ています。�

　協定の内容は、高校生が大学で学ぶこと

ができる高大連携科目を設ける、受講した高

校生に図書館など大学施設の利用を認める

などで、本学のほかに、兵庫教育大学、大手

前大学、関西学院大学、神戸松蔭女子学院

大学、神戸親和女子大学、園田学園女子大学、

流通科学大学も協定を結びました。�

●甲南大学人間科学研究所開所式�

●兵庫県教育委員会と大学の授業公開に関する協定書を締結�

●神戸市教育委員会と連携・協力協定を締結�

●名誉教授称号授与式�

●新任教員紹介�

●�

　卒業生、学生、ご家族が岡本に会し、�
　イベントや懐かしい顔との再会に興じた一日 

2

3

5

7

9
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17

トゥレーヌ甲南学園だより�

新入生オリエンテーション�
18

19

20

「オール甲南の集い」レポート�

甲友のリレーションで、�

未来を紡ぐ�
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特集�

体力、技術だけでなく、�
人を伸ばす体育指導とは？�

バドミントン指導の現場から考える、体育教育の重要性�

社会人の方は、甲南でどんなふうに学んでいますか？�

神戸市教育委員会と連携・協力協定を締結�

1.人間科学専攻心理分野の大学院生を中心に、市立小学校・中学校で教員の補

助者としてＬＤ児を支援。また、大学教員が巡回し、個々の児童・生徒について指

導・助言する。�

2.学生が、市立小学校・中学校で肢体不自由の児童・生徒を介助する。�

3.本学の講義や高校生を対象とした講座に、高校での単位認定も視野に入れ、市

立高等学校の生徒を受け入れる。�

4.大学の施設・設備を活用して、本学教員が、市立小学校・中学校の児童・生徒の

学習活動を支援｡今年度は、小学校５・６年生対象の「親子で楽しむ生物観察」、

小学校４・５・６年生対象の「親子で楽しむパソコン教室」を開催する。�

5.市立六甲アイランド高等学校で「神戸学」を研究する生徒を、関連する本学の

ゼミに受け入れ、交流を図る。�

　４月１１日、神戸市役所で、

　沢英成学長と西川和機

神戸市教育長が、本学と神

戸市教育委員会の広範囲

にわたる連携・協力関係を

積極的に推進するため、基

本協定書に調印しました｡こ

の連携・協力は、本学で教

員を志望する学生が、神戸

市立の学校現場を体験する

ことにより、実践力や目的意識を高めることなどを目的としています。�

　２００３年度に予定されている主な活動内容は次のとおりで、今後、神戸市

立の小学校・中学校・高等学校との間で、具体的な連携・協力を推進してい

きます。�
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特
に
功
績
の
大
き
い
教
員
5
名
に
、�

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
�

【
新
名
誉
教
授
の
ご
紹
介
】
�

　
本
学
で
15
年
以
上
勤
務
し
、教
育
上
、学
術
上
の
功
績
を

あ
げ
ら
れ
た
教
授
に
、名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、3
月
に
退
職
さ
れ
た
５
名
の
教
授
が
、名

誉
教
授
と
し
て
学
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、2
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
大
学
会
議
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
名
誉
教
授

称
号
授
与
式
は
、４
月
５
日
に
執
り
行
わ
れ
、　
沢
英
成
学

長
か
ら
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
4
月
5
日
、1
号
館
の
特
別
会

議
室
に
て
、
名
誉
教
授
の
学
位
授

与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
教

授
と
し
て
多
年
勤
務
さ
れ
、特
に
教

育
・
研
究
に
功
績
の
あ
っ
た
5
名
に

対
し
、池
上
吉
藏
理
事
長
、　
沢
英

成
学
長
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と

学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
昭
和
54
年
4
月
、旧
1
号
館
2
階
の
学
長
室
で
、伊

藤
順
吉
先
生
か
ら
助
教
授
の
辞
令
と
、自
由
に
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
を
す
る
よ
う
に
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
爾
来
24
年
間
、甲
南
大
学
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
て

ら
れ
て
、教
育
と
研
究
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、大
学
か
ら
名
誉
教
授
の
称
号
を
有
り
難
く

頂
戴
し
ま
し
た
。生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。�

宮
岡
　
薫
　
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
�

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
。
博
士（
文
学
）�

１
９
７
９
年
着
任
。
人
文
科
学
研
究
科
主
任
、総
合
研
究
所
長
な

ど
を
歴
任
。
著
書
『
古
代
歌
謡
の
構
造
』は
、日
本
歌
謡
学
会
よ
り

志
田
延
義
賞
を
受
賞
。
書
道
部
甲
墨
会
顧
問
。
�

名
誉
教
授
称
号
授
与
式
�

　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
、名
誉
教
授
の
称
号
ま
で
い
た
だ
き
大

変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
学
科
の
一
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て

始
ま
っ
た
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
療
育
が
現
在
の
子
育
て

支
援
、人
間
科
学
科
、人
間
科
学
専
攻
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、人
間
科
学
研
究
所
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に

先
生
方
、事
務
職
員
の
方
々
の
お
力
添
え
と
、甲
南
で
学
ん
で
く

だ
さ
っ
た
学
生
さ
ん
た
ち
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
�

松
尾 

恒
子
　
文
学
部
人
間
科
学
科
教
授
�

甲
南
大
学
文
学
部
。１
９
６
２
年
、卒
業
と
同
時
に
着
任
。
学
長
補

佐
、人
文
科
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
し
た
ほ
か
、臨
床
心
理
学

の
大
学
教
育
を
時
代
に
先
駆
け
取
り
入
れ
、人
間
科
学
科
の
礎
を

築
い
た
。体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、茶
華
道
料
理
部
道
心
会
顧
問
。�

　
こ
の
度
退
職
に
際
し
名
誉
教
授
の
称
号
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
甲
南
大
学
に
は
西
洋
史

担
当
の
文
学
部
教
員
と
し
て
17
年
務
め
ま
し
た
。
私
は
明

る
く
開
放
的
で
自
由
な
雰
囲
気
の
こ
の
大
学
で
教
育
と
研

究
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、本
当
に
幸
せ
で
し
た
。こ

の
よ
う
な
自
由
で
進
取
の
気
質
に
富
む
校
風
を
い
つ
ま
で

も
保
持
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。甲
南
大
学
に
栄
光
あ
れ
！
�

村
岡 

健
次
　
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
教
授
�

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
。
文
学
博
士
�

１
９
８
６
年
着
任
。
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
主
任
と
し
て
人
間

科
学
専
攻
を
新
設
し
た
ほ
か
、総
合
研
究
所
長
な
ど
を
歴
任
。
日

本
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
研
究
学
会
理
事
。
�

　
大
学
卒
業
後
直
ち
に
教
員
と
な
り
、45
年
を
経
て
定
年
退

職
し
ま
し
た
。
中
学
入
学
以
来
、半
世
紀
余
り
を
甲
南
で
生

活
し
て
き
ま
し
た
。
甲
南
の
郷
は
暑
さ
寒
さ
は
厳
し
い
も
の

の
、四
季
の
移
り
変
わ
り
の
は
っ
き
り
し
た
美
し
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、教
学
、研
究
に
は
極
め
て
よ
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、勉
学
に
は
環
境
だ
け
で
な
く
、目
的
意
識
と
仲
間
と
集

い
、競
い
合
う
心
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
�

辻
　
治
雄
　
理
工
学
部
機
能
分
子
化
学
科
教
授
�

甲
南
大
学
理
学
部
。工
学
博
士
。１
９
５
８
年
、卒
業
と
同
時
に
着

任
。
学
生
部
長
、放
射
線
取
扱
主
任
者
な
ど
を
歴
任
。２
０
０
３

年
に
は
、日
本
分
析
化
学
会
功
労
賞
を
受
賞
、ま
た
、環
境
大
臣

よ
り
温
泉
関
係
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
�

　
50
歳
で
神
戸
市
役
所
か
ら
転
職
し
て
き
た
の
で
、定
年

は
す
ぐ
と
覚
悟
し
て
い
た
が
、外
国
留
学
・
阪
神
大
震
災

な
ど
あ
り
、意
外
と
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
た
だ
、私
事
で
は
阪
神
大
震
災
で
、『
明
治
地
方
財
政

史
』の
6
巻
の
う
ち
3
巻
し
か
刊
行
で
き
ず
、心
残
り
の

退
職
と
な
り
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
大
学
生
活
の
18
年
間

を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
�

高
寄 

昇
三
　
経
済
学
部
教
授
�

京
都
大
学
法
学
部
。
経
営
学
博
士
。
２５
年
の
神
戸
市
役
所
勤
務

を
経
て
、１
９
８
５
年
着
任
。
経
済
学
部
長
、社
会
科
学
研
究
科

主
任
を
歴
任
。
自
治
体
学
会
代
表
評
議
員
。
日
本
地
方
自
治
研

究
学
会
副
会
長
。
国
際
公
共
経
済
学
会
理
事
。
�

経済学部�

垂井 英夫  特任教授�

大
学
院
で
租
税
法
の
講
義
と
ゼ
ミ
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
す
。
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
�

経済学部�

林　健太  講師�

学
部
で
一
番
若
い
の
で
、学
生
の
皆
さ
ま
に
親

近
感
を
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
�

文学部日本語日本文学科�

田中 雅史  助教授�

神
戸
の
国
際
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、比
較
文

学
に
集
中
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

文学部人間科学科�

穂刈 千恵  助教授�

初
め
て
関
西
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。い

ま
の
新
鮮
な
気
持
ち
を
甲
南
大
学
で
の
仕
事

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

法学部�

大久保 邦彦  教授�

来
年
か
ら
の
甲
南
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
成
功
の
た
め

に
、全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
�

法学部�

金 ムンスク  助教授�

初
心
を
忘
れ
ず
、研
究
に
従
事
し
、学
生
と
共

に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
�

法学部�

園田　寿  教授�

世
の
中
で
学
問
ほ
ど
夢
中
に
な
れ
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
を
伝
え
た
い
。
�

法学部�

渡辺　修  教授�

岡
本
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、社
会
を
リ
ー
ド
す
る

人
が
出
る
教
育
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

法学部�

大瀬戸 豪志  教授�

「
法
学
」
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
教
育
・
研
究

を
め
ざ
し
ま
す
。
�

法学部�

倉持 孝司  教授�

法学部�

尾形　健  助教授�

好
環
境
の
岡
本
の
地
で
、教
育
と
研
究
に
励
む

所
存
で
す
。
�

法学部�

桑岡 和久  講師�

目
標
の
実
現
に
向
け
て
、共
に
考
え
、行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
�

EBA高等教育研究所�
TAYLOR, Yolanda V.�
　　　　　特定任期教員�

I feel very privileged to have the opportunity to 
w
ork w

ith E
B
A
 students this academ

ic year. I be-
lieve that if w

e w
ork hard together and keep a pos-

itive attitude, w
e can accom

plish a lot this year.

I am
 excited about helping the E

B
A
 

students to achieve the high goals in 
E
nglish that they have chosen. I look 
forw
ard to know

ing them
.

国際言語文化センター�
QUINN, Cynthia C.  講師�

日
本
に
来
て
4
年
目
で
す
。
役
に
立
つ
英
語
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
�

EBA高等教育研究所�
BOOTH, Harold�
　　　　　特定任期教員�

法
律
学
の
勉
強
は
全
員
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
思
い
、気
分
も
新
た
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
�

経営学部�

古田 美保  講師�

大
学
時
代
は
自
分
自
身
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
時

代
。そ
ん
な
学
生
を
応
援
し
ま
す
。
�

高等学校・中学校�
MILLER, Brian Joseph�
　　　　　　　契約教員�

甲
南
の
生
徒
た
ち
が
異
文
化
を
体
験
で
き
る

よ
う
英
語
に
自
信
を
持
た
せ
ま
す
。
�

本
年
度
よ
り
、甲
南
で
教
鞭
を
執
る
17
名
�

【
新
任
教
員
紹
介
】
�
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法学部　’79年卒�

渡辺 浩子さん　真理さん�
理学部 ’83年卒�

鉄本 晋也さん　啓介さん�

「テニスをしていたので、松岡さんのお話
がとてもためになりました」「久しぶりに
講義を受けて、すっかり学生気分に戻っ
たわね。外見も若返ったかしら（笑）」�

文学部 ’75年卒�

中江 裕美さん�

「松岡さんの大ファンで、娘と一緒に講
演を聴きに来ました」「岡本の駅につい
てから、母がイキイキしてるのが面白い。
きっといい学生時代だったんだろうな」�

「卒論発表会と称して、丹後にゼミ旅行に
行ったことは僕の中で忘れられない思い出。
今日はそんな楽しいゼミを担任してくださっ
た西村先生に会うため、OB会に来ました」�

経営学部 ’00年卒�

雑部 要一さん�

「今日は、いまはなき“ドイツ研究会”の
OB会に参加しようと思って来ました。こ
のために遠方から集まる方もおられますし、
貴重な機会だと思いますね」�

理学部 ’62年卒�

渡辺 徹也さん�甲南幼稚園 年中  怜央くん�

「岡本商店街でポスターを見て、ぶらっと
立ち寄ってみました。キッズランドは、学
生さんがいろんな企画で遊んでくださる
ので、怜央もずいぶん楽しんだみたい」�

「息子がお父さんの大学に行きたいと言
うので、連れてきました。去年良かったお
茶会にはさっそく参加しましたね。道具の
説明もしてもらったんですよ」�

経済学部 ’55年卒�

奥 秀雄さん�

「3人以上家族に甲南生がいると記念
品をもらえると聞き、それならばと、ウチも
甲南に縁のある親子三人で来てみました。
剣道部のOB会も楽しみです」�

庄司 かつえさん�

「田舎の父親に娘の通っているキャンパ
スを見せようと思い、家族で来ました。さ
っきはチャリティービンゴで真珠が当たっ
ちゃって…。結構楽しいですね」�

西田 勝彦さん　裕子さん� 文学部 ’75年卒�

竹田 和子さん�

「オール甲南の集い」レポート�

卒業生、学生、ご家族が岡本に会し、�
イベントや懐かしい顔との再会に興じた一日 �
あらゆる甲南関係者が岡本キャンパスに集合し、自分たちの手でつくる一年に一度の催し、

「オール甲南の集い」が、今年も4月20日に開催されました。あいにくの雨天にも関わらず、会

場には多数の卒業生、現役学生、ご家族が訪れ、ゲームやステージに興じたり、懐かしい顔

との再会を喜び合うなど、それぞれに楽しい一日を過ごされた様子です。ここでは、残念な

がら来場できなかった方のために、当時の様子を一部ご紹介しましょう。�

「オール甲南の集い」�
 シンボルキャラクター�
 ビートくん�

幅広い年代がそろったヨット部（甲風会）。�

茶華道料理部道心会による「お茶会」を開催。この機会�
に、子どもにお茶を教えるご父母の姿も多く見られました。�

いつもの生協食堂を模擬店として、綿菓子やビール、�
スナックなどを特別価格でご提供しました。�

甲南が生んだ芸術家の一人、長谷川三郎のギャラリーが、�
甲南高・中から、この日だけ、岡本キャンパスへ。�

年に一度の祭典、楽しんでますか？�
ご来場の方々に聞いてみました�

先生を囲み、思い出話に花が咲く、文学部・都染直也ゼミ。�

▲名誉教授として退職された先生も参加、文学部・濱口博章ゼミ。�

▼昭和63年に留学したメンバーの集い『イリノイサマーS63』。�
卒業生の皆さんの協賛により、豪華賞品が多数集まった「甲南チャリティービンゴ」には、
大人から子どもまでたくさんの人が参加。学生ベンチャー企業の「K.C.&co.」が企画・
運営を担当し、大盛況となりました。�

昨年9月にオープンしたばかりの甲友会館大ホールでは「オール甲南夢舞台」と称して、チア
リーディング部のパフォーマンスやジャズ研などの演奏が繰り広げられました。�

近隣の小学生たちによる試合のほか、サッカー部OB・現役生
のサポートのもと、いろんなゲームを行いました。�

児童福祉研究会の学生による「キッズランド」では子ども
たちがおもちゃ作りに熱中。�

今年の講演会には、プロテニスプレイヤーの松岡修造氏が登場。持ち前の熱意溢れる
語りはこの日も絶好調で、スポーツだけでなく人生にまで及んだお話が、訪れた方々に
深い感銘を与えました。�
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甲
南
大
学
を
卒
業
し
、現
在
は
東
京
で
ご
活

躍
中
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、東
京
と
い
う
土
地
に
は

ど
ん
な
印
象
が
あ
り
ま
す
か
。
�

水
野
　
東
京
は
経
済
の
中
心
地
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
動
か
せ
る
魅
力
的
な
場
所
で
す
か
ら
、

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
私
自
身
、日
本
ゴ
ル

フ
協
会
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
東
京
に
集
中
し
て

い
る
の
で
、大
阪
の
本
社
よ
り
、東
京
に
い
る
方
が
何

か
と
便
利
が
い
い
わ
け
で
す
。
実
際
、通
勤
感
覚
で
東

京
と
大
阪
を
往
復
し
て
い
ま
す
ね
。
�

畑
　
私
も
、以
前
神
戸
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
頃
か

ら
、週
に
3
日
は
東
京
に
出
張
し
て
お
り
、企
業
の

本
社
機
能
や
意
思
決
定
な
ど
の
組
織
が
東
京
中
心

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

私
は
神
戸
が
好
き
で
好
き
で
、24
年
間
勤
め
て
い
た

前
の
会
社
で
は
東
京
に
転
勤
に
な
っ
た
ら
辞
め
る
と

宣
言
し
て
い
た
く
ら
い
で
す
が
、縁
あ
っ
て
い
ま
の
会

社
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、い
ざ
東
京
に
来
て
み
る

と
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ク
チ
で
す
。
東
京
の
人
は
ル

ー
ル
を
よ
く
守
り
、住
ん
で
み
る
と
意
外
と
心
地
い
い

ん
で
す
よ
ね
。
車
の
運
転
も
、こ
っ
ち
の
人
は
紳
士
的

で
素
晴
ら
し
い（
笑
）。
�

岡
本
　
私
は
卒
業
以
来
7
年
間
、東
京
の
あ
る
製
薬

会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
、東
京
甲
南
会
の

講
演
会
で
武
田
薬
品
工
業（
株
）の
社
長
の
お
話
に

感
銘
を
受
け
て
一
念
発
起
。こ
の
方
の
下
で
働
き
た

い
と
思
い
、採
用
試
験
に
挑
戦
し
た
と
こ
ろ
、入
社
が

か
な
い
、現
在
は
研
修
中
で
す
。
東
京
っ
て
、チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
気
が
あ
れ
ば
、夢
を
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
�

��│
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さ
み
し
い
と
か
、勝
手
が
違
う
か
ら
や
り
に
く

い
と
か
、そ
う
い
う
不
都
合
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。�

岡
本
　
な
い
と
言
え
ば
、ウ
ソ
に
な
り
ま
す
。
東
京
は

個
人
主
義
で
隣
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、最
初
の
う
ち
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
し
た
。
大

学
時
代
の
友
だ
ち
が
連
休
を
利
用
し
て
遊
び
に
来
て

く
れ
た
と
き
な
ん
か
、ホ
ン
ト
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
ね
。
�

│
│ 

そ
の
後
は
、東
京
で
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
馴

染
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
か
。
�

岡
本
　
私
た
ち
が
所
属
し
て
い
た
体
育
会
サ
ッ
カ
ー

部
で
は
、O
B
会
チ
ー
ム「
甲
南
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
、

卒
業
後
も
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
首
都
圏
に
も
「
東
京
甲
南
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、約

50
名
の
会
員
が
学
習
院
大
学
を
は
じ
め
、青
山
学
院

大
学
、成
蹊
大
学
の
O
B
と
合
同
練
習
や
交
流
戦

を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
学
生
時
代
に
は
定
期
戦
の

度
に
お
互
い
の
下
宿
や
家
に
寝
泊
ま
り
し
、い
ま
で
は

す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
た
関
東
の
メ
ン
バ
ー
と
連
絡
を

取
り
合
い
、一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
て
い
き
ま
し
た
。
�

畑
　
「
東
京
甲
南
ク
ラ
ブ
」
で
は
い
ろ
ん
な
年
代
の
サ

ッ
カ
ー
部
O
B
が
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、練
習
後
は
一

緒
に
飲
み
に
行
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
90
%
は
ア
ホ

な
話
で
す
け
ど
、10
%
ぐ
ら
い
は
人
生
を
考
え
る
よ

う
な
真
面
目
な
ト
ー
ク
も
し
ま
す（
笑
）。
�

水
野
　
そ
れ
か
ら
こ
ち
ら
首
都
圏
に
は
、5
0
0
0

人
を
超
え
る
O
B
・
O
G
が
在
住
し
、東
京
甲
南
会

な
ど
で
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
の
も
心
強

い
。
先
ご
ろ
行
わ
れ
た
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
で
も
1
5
0
人

近
く
が
集
ま
り
、情
報
を
交
換
し
た
り
、思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、面
白
い

の
は
そ
う
い
う
場
で
出
会
っ
た
人
た
ち
同
士
が
、初
対

面
で
も
”甲
南
“と
い
う
だ
け
で
す
ぐ
に
気
心
知
れ
た

関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
私
も
卒
業
後
、

時
間
が
経
つ
ほ
ど
、地
元
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
、そ
ん
な

想
い
が
強
く
な
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い
え
ば

昔
、甲
南
O
B
の
父
親
が
母
校
の
こ
と
を
よ
く
褒
め

て
い
ま
し
た
。
若
い
頃
は
そ
ん
な
感
覚
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
、い
ま
な
ら
す
ご
く
共
感
で
き
ま
す
ね
。

「
甲
南
の
卒
業
生
は
、み
ん
な
力
を
合
わ
せ
て
、も
っ

と
甲
南
を
よ
く
し
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
た
い
く
ら
い

で
す（
笑
）。
�

�│
│ 

組
織
的
な
結
び
つ
き
か
ら
、精
神
的
な
連
帯
感

ま
で
、東
京
に
は
強
い
甲
南
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
と

い
う
わ
け
で
す
ね
。い
ま
、現
役
生
が
東
京
で
就
職
活

動
を
展
開
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、こ

れ
は
彼
ら
に
と
っ
て
も
心
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
�

水
野
　
そ
う
、だ
か
ら
彼
ら
は
何
も
全
く
見
ず
知
ら

ず
の
土
地
に
行
く
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
。ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
さ
え
あ

れ
ば
、私
を
は
じ
め
、そ
れ
を
応
援
し
て
あ
げ
よ
う
と

思
う
卒
業
生
が
い
く
ら
で
も
い
る
わ
け
で
す
。
果
敢
に

挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
�

畑
　
就
職
っ
て
自
分
の
人
生
を
考
え
る
機
会
で
も
あ

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。こ
こ
で
は
ま
ず
、何
が
自

分
に
と
っ
て
幸
せ
な
の
か
を
考
え
て
欲
し
い
。
そ
れ
が

わ
か
っ
た
ら
、そ
こ
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
、何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
と
考
え
て
欲
し
い
。
知
ら
な
い
土
地
に

出
る
の
が
嫌
だ
か
ら
、関
西
で
し
か
就
職
を
探
さ
な
い

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、消
去
法
で
は

本
当
の
幸
せ
な
ん
て
見
え
て
こ
な
い
。
私
は
そ
う
や
っ

て
真
面
目
に
自
分
の
人
生
を
考
え
て
、こ
こ
一
番
で
本

気
に
な
れ
る
後
輩
な
ら
、惜
し
み
な
く
応
援
し
ま
す
。
�

岡
本
　
O
B
訪
問
っ
て
、先
輩
に
と
っ
て
迷
惑
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
て
会
い
に
行
く
の
を
尻
込
み
し
た
り
し

ま
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
相
手
に
配
慮
す
る
の
は
大
切

な
こ
と
で
す
が
、O
B
と
し
て
は
、後
輩
が
自
分
を
頼

っ
て
き
て
く
れ
る
っ
て
、単
純
に
う
れ
し
い
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
私
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
�

│
│ 

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
、現
役
生

の
就
職
活
動
の
可
能
性
を
ま
す
ま
す
広
げ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

東
京
で
の
活
動
に�

不
安
よ
り
期
待
を
！�

私
た
ち
が
力
に
な
り
ま
す �

東
京
の
魅
力
は
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
�

甲
南
と
い
う
だ
け
で
、�

自
然
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

甲
南
生
の
就
職
活
動
に
も�

応
援
は
惜
し
ま
な
い�
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● 

サ
ッ
カ
ー
部
O
B
に
見
る
東
京
甲
南
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

甲南甲南・学習院定期戦学習院定期戦�
50回記念大会回記念大会�

甲南・学習院定期戦�
50回記念大会�

●お問い合わせ�

キックオフ！�

体育会サッカー部�体育会サッカー部�

月� 時 p.m.日�7 13 日�1

いま就職活動の場は首都圏にまで広がりつつあります。合理化を目指した企業組織の再編などにより、採用人事などの窓口が東京に集
中し始めたのがその大きな理由。「じゃあ甲南生の就職は、どんどん不利になるの？」と思われた方、ちょっとお待ちください。実は、首都圏
には甲南生をサポートする施設やOB・OGの強い甲南ネットワークがあるのです。今回は、そんな“東京の甲南”をご紹介していきます。�

首都圏での就職活動を支える、強力な甲南ネットワークとは？�

経
営
学
部
 
4
年
次
 
松
下 

進
也
�

経
営
学
部
 
3
年
次
 
早
野 

悠
一
�

ま
ま
で
東
京
に
は
い
い
印
象
が
な
か
っ

た
け
ど
、先
輩
方
の
お
話
を
伺
い
、自
分

を
試
せ
る
場
所
と
い
う
想
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

す
で
に
大
阪
の
企
業
に
内
定
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、全
国
展
開
し
て
い
る
会
社
で
す
か

ら
、今
後
、東
京
で
働
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
い
。
�

い�
い
企
業
が
あ
れ
ば
東
京
で
も
就
職
活

動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、不

安
が
あ
っ
た
の
も
事
実
。
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
れ
ば
、先
輩
方
が
力
に
な
っ
て
く
だ
さ
る

と
い
う
の
は
心
強
い
で
す
ね
。
将
来
を
考
え
る

選
択
肢
が
大
き
く
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。
�

良�

神戸
ウイ
ングスタジアムで開催！

私たちと一緒に応援しよう！�

関西学生サッカー1部リーグ復帰�

体育会チアリーディング部�

甲南大学体育会サッカー部�
クラブ携帯　　 090-5017-2745�
e-mail　　　　kusc1951@hotmail.com�
ホームページ　 http://www.konan-soccer.net KONAN in 東京！？�

ご来場いただくと、抽選で�
レプリカユニフォームほか、�
オリジナルグッズなどを�

プレゼント！�

学習院大学と体育会を中心としたクラブ同士が毎

年行う総合定期戦は、2005年度で50周年を迎えま

す。今回取材にご協力いただいたサッカー部では、

定期戦を独自にスタートさせていたため、いち早く今

年、50周年を迎え、7月13日に、神戸のウイングスタ

ジアムで記念大会を行う

運びとなりました。

記念すべき晴れ

舞台を、ぜひみ

んなで応援しましょう。�
特 集�

’66 
年  

経
済
学
部
卒
　
水
野 

正
人
さ
ん�

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社（
取
締
役
社
長
）�

 

’78 
年  

経
営
学
部
卒
　
畑
　
誠
さ
ん�

（
株
）リ
ン
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
勤
務�

’97 
年  

理
学
部
卒
　
岡
本 

真
揮
さ
ん�

武
田
薬
品
工
業（
株
）勤
務�

祝�
5／17 大阪学院大を破り2部リーグ
優勝、1部リーグに復帰しました�



　
多
く
の
大
手
企
業
が
東
京
を
中
心
と
し
た
首
都

圏
に
本
社
を
構
え
た
り
、移
転
す
る
傾
向
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、関
西
に
本
社
を
設
け
て
い
て

も
、経
営
の
意
思
決
定
や
採
用
人
事
は
、東
京
で
一

元
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
よ
り
、学
生
の
就
職
活
動

が
必
然
的
に
首
都
圏
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、甲
南
大
学
で
は
、東
京
駅
か
ら
わ
ず
か
徒
歩

5
分
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
情
報
発
信
・
交
流
拠
点
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
こ
を
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、首
都
圏
で
の

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
ほ
か
、首
都
圏
で

活
躍
す
る
卒
業
生
の
交
流
強
化
、首
都
圏
の
受
験

生
へ
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
�

　「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
」
で
は
、岡
本

の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
密
に
情
報
を
共
有
。
自
由
に
使
え

る
最
新
の
パ
ソ
コ
ン
で
、東
京
に
い
な
が
ら
大
学
メ
ー

ル
サ
ー
バ
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
に
保
存
し
て
あ
る
レ
ポ
ー
ト
の
作

成
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ま
た
近
々
、テ
レ
ビ
電
話
の

よ
う
な
双
方
向
通
信
シ
ス
テ
ム
で
、い
つ
も
面
談
を

受
け
て
い
る
就
職
部
の
職
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
り
、逆
に
、甲
南
大
学
に
い
な
が
ら
東
京
の
企
業

の
担
当
者
や
O
B
・
O
G
の
話
を
聞
く
な
ど
も
可

能
に
な
る
予
定
で
す
。
�

 
首
都
圏
の
情
報
発
信
・
交
流
拠
点�

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
」�

N
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●
就
職
活
動
も
強
力
サ
ポ
ー
ト
！
岡
本
と
東
京
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設�

910

Network 2 ● 岡本と東京をつなぐネットワーク拠点�

KONAN in 東京！？�特集�
　
本
学
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
首
都
圏
の
各
企
業
に
提
供
し
た
り
、協
力
関
係
を
確
固

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、大
手
企
業
の
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
本
学
Ｏ
Ｂ
を
顧
問

と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
就
職
相
談
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
、企
業
の
内
情
に
詳
し
い
お
二
人

な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
�

東
京
で
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る�

新
施
設
が
、東
京
駅
前
に
誕
生�

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
と
リ
ン
ク
し
、�

距
離
の
壁
を
超
え
て
情
報
を
共
有�

こ
れ
が
、新
施
設
の
サ
ポ
ー
ト
力�

サ
ポ
ー
ト
力
①
�

夢
を
実
現
さ
せ
る
気
概
を�

サ
ポ
ー
ト
し
た
い�

O
B
の
特
別
顧
問
を
迎
え
、企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化�

就
職
活
動
な
ど
の
支
援
機
能
が
、好
立

地
の
八
重
洲
に
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
、多

く
の
大
手
企
業
が
採
用
を
含
め
活
動
の

中
枢
を
ま
す
ま
す
東
京
に
集
中
さ
せ
る

昨
今
、ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
す
。

東
京
甲
南
会
で
も
母
校
や
学
生
諸
君
の

た
め
、就
職
活
動
支
援
を
課
題
と
し
て
い

ま
す
。
企
業
の
採
用
環
境
は
依
然
厳
し

い
で
す
が
、同
じ
人
生
な
ら
、本
当
に
自

分
の
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
る
企
業
を

見
つ
け
、夢
を
実
現
さ
せ
る
気
概
を
も
っ

て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
東
京
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
人
を
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

就職活動のとき、面接前は緊張するので、

必ず誰かと話してウォーミングアップをす

るよう心がけていたのですが、それは関西

での話。東京を面接会場に指定されると、

そうもいきません。ですから、本命の最終

面接が東京と知ったときはどうしようかと

思いましたね。「ネットワークキャンパス東京」

を知ったのはそんなとき。面接前に行って

みると、スタッフの方が気軽に相談にのっ

てくださったので、本番もいつも通りリラッ

クスでき、内定もゲットできました。土地勘

のない東京の地理などについても詳しく

教えてもらえるので助かりますよ。�

中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
と
甲
南
に
通

う
。
1
9
5
8
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
後
、

第
一
物
産（
現
三
井
物
産
）に
入
社
し
、大

阪
支
店
に
配
属
。
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店

勤
務
、三
井
物
産
本
店
秘
書
室
勤
務
後
、

取
締
役
、繊
維
本
部
長
、エ
フ
ワ
ン（
株
）取

締
役
な
ど
を
歴
任
。
現
在
、東
京
甲
南
会

幹
事
長
。
�

’58 
年  

経
済
学
部
卒
　
高
石 

勝
さ
ん
�

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
に
来
て
く
だ
さ
い
！�

慣
れ
な
い
土
地
に
出
て
く
る
と
、結
構
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
も

の
で
す
。こ
の
施
設
は
、お
弁
当
を
ど
こ
か
で
食
べ
た
い
か
ら
と

か
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
か
ら
と
か
い
う
理
由
だ
け
で
来
て
も
ら
っ

て
も
O
K
。
関
西
弁
を
話
す
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
か
ら
、き
っ
と

ゆ
っ
た
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。
�

所
長
　
池
谷 

一
夫
�

（
写
真
右
か
ら
二
人
目
）�

こ
こ
で
卒
業
生
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う�

い
ま
企
業
は
ど
ん
ど
ん
東
京
本
社
で
の
面
接
を
義
務
づ
け
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、「
面
倒
く
さ
い
」
と
か
「
不
安
だ
か
ら
」
と
い

っ
て
、ア
プ
ロ
ー
チ
を
諦
め
て
し
ま
う
の
は
早
計
。こ
こ
で
は
、き

っ
と
学
生
を
応
援
し
て
く
れ
る
東
京
甲
南
会
の
卒
業
生
に
も

ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
積
極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
�

神
田 

一
三
�

（
写
真
左
か
ら
二
人
目
）�

こ
の
環
境
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い�

以
前
の
事
務
所
か
ら
考
え
る
と
、こ
こ
は
面
積
約
4
倍
。ス

タ
ッ
フ
も
拡
充
し
て
6
名
に
。
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
様
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
も
整

備
し
て
い
ま
す
。こ
の
環
境
を
生
か
し
て
、ど
ん
ど
ん
東
京

の
企
業
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
�

伊
藤 

知
穂
�

（
写
真
左
）�

【
お
問
い
合
わ
せ
&
ア
ク
セ
ス
】
�

TE L／03‐3231‐1007（代表）�
住所／東京都中央区日本橋3丁目2番5号�
　　　 川崎定徳ビル別館6F

甲南大学�

東京の企業・OBなどによる講演�
企業の人事担当者や卒業生など、東京に
行かなければ会えない人から話が聞けるの
は貴重なチャンス。きっと活動していく上で
プラスに働くはずです。�

ネットワークキャンパス東京�

慣れない土地では、特に不安になるもの。いつも
相談している就職部職員からのアドバイスは、平
常心を取り戻し、実力を発揮するために役立ちます。�

双方向通信システムで実現する、遠隔就職サポート�

その他、こんなサポートも予定�

東京での入試説明会�

東京で�

甲南大学を受けたいという東京在住の方に、岡本キャンパスに
いるのと同じように、入試説明会を受けてもらうことが可能です。�

東京での公開講座� 甲南大学の教授の知識を、東京在住の卒業生の方々にも、
インターネット講座などのカタチで還元していくことができます。�

サ
ポ
ー
ト
力
③
�

東京駅�
大丸�

高島屋�

丸善�

八重洲中央口�

八重洲北口�

中央通り�

昭和通り�

外堀通り�

八
重
洲
通
り�

永
代
通
り�

さ
く
ら
通
り�

地下鉄東西線地下鉄東西線�
日本橋本橋�
地下鉄東西線�
日本橋�

八重洲�
センタービル�

三菱信託�
銀行�

日興コーディアル証券� 歩道�

地下鉄銀座線�
日本橋�

甲南大学甲南大学ネットワーク�
キャンパス東京東京�
甲南大学ネットワーク�
キャンパス東京�

ス
タ
ッ
フ
一
同
、あ
な
た
の
訪
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す�

いつものスタッフに、就職相談�

大学の就職部職員と、�
インターネット面談�

東京から、企業動向などの�
貴重な情報を提供�

岡本で�

武蔵�
大学�

サ
ポ
ー
ト
力
②
�

　
首
都
圏
で
の
就
職
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

就
職
部
の
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
た
め
、き
め
細
か

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、学
業
成

績
証
明
書
、卒
業
見
込
証
明
書
や
健
康
診
断
証
明

書
の
即
時
発
行
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。
�

就
職
部
職
員
が
常
駐
し
、�

現
地
で
き
め
細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス�

小
学
校
よ
り
大
学
ま
で
す
べ
て
甲
南
漬
け

の
学
生
生
活
を
送
る
。
1
9
5
9
年
に
経

済
学
部
を
卒
業
後
、伊
藤
忠
商
事
入
社
。

40
年
の
伊
藤
忠
生
活
の
後
、役
員
退
任
し
、

現
在
顧
問
。
昨
年
末
よ
り
東
京
甲
南
会

副
会
長
。
そ
の
間
に
、甲
南
小
学
校
理
事
、

甲
南
大
学
経
営
学
部
非
常
勤
講
師
を
務

め
る
。
�

就
職
活
動
に
限
ら
ず
、�

甲
南
の
活
動
を
全
国
へ�

�

ず
っ
と
東
京
で
仕
事
を
し
て
き
た
私
に

と
っ
て
は
、就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も

何
と
な
く
関
西
の
殻
か
ら
抜
け
き
れ
な

い
甲
南
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
る
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
甲
南
が
教
育
・
体
育
な
ど
に
特

徴
を
生
か
し
て
日
本
全
国
に
羽
ば
た
く

た
め
に
は
、東
京
に
よ
り
深
く
根
を
下
ろ

し
、知
名
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
須

の
条
件
。
甲
南
生
も
も
っ
と
東
京
の
企

業
に
目
を
向
け
、夢
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
ど
も

と
東
京
在
住
の
O
B
が
企
業
と
の
結
び

役
と
な
り
ま
す
の
で
、学
生
諸
君
、東
京

に
飛
び
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

’59 
年  

経
済
学
部
卒
　
西
川 

昇
さ
ん
�

経
済
学
部  

4
年
次
　
松
木 

慎
さ
ん
�

面
接
前
に
立
ち
寄
れ
ば
、�

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
す�

1Ｆのポケモンセンターが目印です�

（イメージ図）�

ビ
ジ
ネ
ス
の
最
先
端
を
見
据
え
た�

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
き
た
い�

就
職
部
員
 
多
鹿 

浩
人
�

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の�

メ
ッ
セ
ー
ジ�

こ
の
施
設
が
で
き
て
強
化

さ
れ
た
首
都
圏
の
卒
業
生
、

あ
る
い
は
企
業
と
の
外
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、い
か
に
内
部
の
学
生
の
就
職
活

動
に
生
か
し
て
い
く
か
が
私
の
仕
事
。
例
え
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
の
中
心
地
、東
京
で
し
か
実
感
で
き
な
い
企

業
の
内
情
や
今
後
の
経
済
の
動
向
な
ど
を
つ
か
み
、

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
学
生
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
た
い
。
相
談
に
来
て
く
れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、

大
学
に
も
積
極
的
に
情
報
を
送
っ
て
い
き
ま
す
よ
。
�

�

ネットワークキャンパス東京�



鵤木先生は、どんな指導をされていますか？�

体力、技術だけ�
でなく、人を伸ばす�
体育指導とは？�

保
健
体
育
研
究
室
　
鵤
木 

千
加
子 

先
生�

鵤
木
先
生
の
研
究
を�

読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド�

高
校
時
代
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
、筑
波
大
4
年
次
に
は
イ

ン
カ
レ
で
単
優
勝
を
果
た
す
。
卒
業
後
、主
力
選
手
と
し
て
日

本
楽
器
に
在
籍
し
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で
も
活
躍
。
そ
の
後
、

中
高
・
大
学
の
指
導
者
と
な
り
、2
0
0
1
年
に
甲
南
大
学
へ
。
�

科
学
的
な
視
点
で
見
つ
め
直
す�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
テ
ク
ニ
ッ
ク�

脳
血
管
疾
患
、が
ん
、心
臓
病
な
ど
、死
亡
原
因
の
上
位

を
占
め
る
三
代
慢
性
疾
患
。「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
き

た
が
、そ
の
成
因
が
子
供
の
頃
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

影
響
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
「
生
活
習
慣
病
」
と

改
め
ら
れ
た
。
�

骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
減
少
し
、健
常
な
状
態
の
骨
密
度

が
低
下
。
骨
の
構
造
が
弱
く
な
り
「
ス
」
が
入
っ
た
よ
う
な

状
態
に
な
る
病
気
。
21
世
紀
の
国
民
病
と
言
わ
れ
る
。
特

に
女
性
に
多
く
見
ら
れ
る
。
�

人
間
の
運
動
は
こ
の
2
つ
に
大
別
で
き
る
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
は
筒
を
回
す
よ
う
に
関
節
を
使
う
”軸
回
転
運
動
“を

使
っ
た
ス
ト
ロ
ー
ク
を
身
に
つ
け
る
の
が
上
達
の
近
道
。
�

シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
た
め
の
ラ
ケ
ッ
ト
の
動
き
。
ラ
ケ
ッ
ト
に

ス
ト
ロ
ー
ク
さ
せ
る
た
め
に
、人
間
は
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
を
行
う
。
�

経営学部　4年次　西村 貴裕さん�

以前からバドミントンが好きだったので、授

業を受けてみようと思ったのですが、鵤木

先生の指導を受けて、もっと面白いと思う

ようになりました。例えば、打ち方一つとっ

ても、いままでは力任せにラケットを振って

いたので、コートの奥まで打ち返すのが大

変だったのですが、先生に腕のひねりを使

うことを教わって以来、すごく軽く打てるん

です。いまの目標は、身につけた技術を生

かして、いつか先生から1点取ることかな（笑）。�

ス
ト
ロ
ー
ク�

”て
こ
編
成
運
動

“と
”軸

回
転
運
動

“�

骨
粗
鬆
症�

生
活
習
慣
病�
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経済学部　4年次　山之口  毅さん�

バドミントン部での鵤木先生は、とても厳し

い方。一生懸命やっているのに、「まだ頑

張りが足りない」と叱咤されることもありま

すね。ただ、先生の場合は、それが的を射

ているので、腹が立つと言うより、自分で

納得して、なんとか先生の求めているレベ

ルまで頑張ろうと励みになります。また、同

じ事を言うにも、相手によって言葉を変え

ておられるのを見ても、僕たち学生をしっ

かり見て指導してくださっていると思います。�

厳しいけれど、信頼できる先生が来られてから�
クラブのレベルも飛躍的に上がっています�

今回のテーマは…�

バドミントン指導の現場から考える、体育教育の重要性�
バドミントンだけでなく、�
モノマネの才能もある�
鵤木先生の�
ユニークな指導法が�
勉強になります�

古沢 多香子さん�

甲南大学の公開講座のティーチングアシスタントを引き受け、先生と一

緒に学生を指導するようになって2年が経ちますが、先生の指導方法は

いつも新鮮ですね。学生のストロークのクセを指摘し、改善するのに、

言葉じゃなくてそのプレイをそっくり真似て見せ、どこが悪いかを考えさ

せる方法も実にユニーク。いろいろな角度からバドミントンを見つめた、

論理的な指導方法には、“なるほど！”と思えることが多くあります。�

　「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
え
ば
、ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
と
は
言
い
に

く
い
の
で
す
が
、全
身
の
身
体
能
力
が
鍛
え
ら
れ
る
バ
ラ
ン

ス
の
い
い
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で
す
よ
」
と
語
り
始
め
た
の
は
、保

健
体
育
科
目
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
一
つ
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

授
業
を
受
け
持
つ
鵤
木
先
生
。
自
身
が
選
手
と
し
て
活
躍

し
て
き
た
経
歴
を
持
つ
だ
け
に
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
対

す
る
科
学
的
な
理
解
が
深
く
、「
指
導
が
的
確
で
わ
か
り

や
す
い
」
と
学
生
に
も
評
判
だ
。
例
え
ば
、シ
ャ
ト
ル
を
打

つ
と
き
の
腕
の
振
り
方
一
つ
と
っ
て
も
、科
学
的
な
視
点
を

持
つ
先
生
に
か
か
れ
ば
こ
う
だ
。「
大
抵
の
人
は
手
首
の
ス

ナ
ッ
プ
だ
け
を
頼
り
に
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
お
う
と
し
ま

す
よ
ね
。で
も
、そ
れ
は
大
き
な
誤
り
。
人
間
の
運
動
に
は
、

蝶
番
の
よ
う
に
関
節
を
使
う
”て
こ
編
成
運
動
“と
、筒
を

回
す
よ
う
に
関
節
を
使
う
”
軸
回
転
運
動
“が
あ
り
ま
す

が
、
”
軸
回
転
運
動
“の
方
が
、速
や
か
に
対
象
物
に
力
を

伝
え
ら
れ
る
。つ
ま
り
、軸
回
転
運
動
に
よ
る
ス
ト
ロ
ー
ク

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
つ
基
本
な
の

で
す
」
と
、一
般
的
な
認
識
不
足
を
明
快
に
指
摘
す
る
。
し

か
し
、鵤
木
先
生
の
行
っ
て
い
る
研
究
は
、こ
の
よ
う
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
指
導
法
を
追
究
す
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
�

����　「
私
の
研
究
の
一
つ
は
、ジ
ュ
ニ
ア
世
代
を
い
か
に
伸
ば
す

か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、単
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
上

手
に
教
え
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、彼
ら
の
可
能
性
を
十

分
理
解
し
て
指
導
を
行
う
と
い
う
体
制
作
り
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、現
在
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
お

い
て
当
た
り
前
と
さ
れ
る
指
導
方
法
は
、ま
だ
ま
だ
長
期

的
な
視
野
に
欠
け
て
い
る
。い
ま
発
揮
で
き
る
力
が
そ
の

人
の
全
能
力
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
れ

か
ら
伸
び
よ
う
と
す
る
芽
を
摘
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。で
も
、言
う
ま
で
も
な
く
、本
当
の
才
能
は
、い
つ
花

開
く
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
」
�

　
そ
の
具
体
的
な
改
善
策
と
し
て
鵤
木
先
生
は
、選
手
の

身
体
能
力
を
細
か
く
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
を

追
う
こ
と
で
選
手
一
人
ひ
と
り
の
潜
在
力
を
客
観
的
に
評

価
し
、じ
っ
く
り
と
伸
ば
し
て
い
け
る
指
導
法
を
確
立
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
の
だ
。
秘
め
た
可
能
性
に
ま
で
積
極
的

に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
、先
生
の
一
歩
先
を
い
く
指
導

法
に
よ
り
、学
生
は
、体
力
や
技
術
だ
け
で
な
く
、自
分
の

力
を
信
じ
、発
揮
す
る
本
当
の
強
さ
を
身
に
つ
け
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
�

����　
こ
の
鵤
木
先
生
の
”人
を
伸
ば
す
体
育
“
と
い
う
考
え

方
は
、大
学
の
理
念
に
も
通
じ
る
。「
甲
南
大
学
は
教
育
理

念
の
柱
の
一
つ
と
し
て
”徳
育
・
体
育
・
知
育
“と
掲
げ
る
ほ

ど
、体
育
教
育
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。ス
ポ
ー
ツ
は
、体
力
だ
け
で

な
く
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
俊
敏
な
判

断
力
な
ど
を
養
う
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う

知
識
を
身
に
つ
け
、知
恵
を
使
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
を
考
え
て
も
、こ
の
時
期
の
人
間
形
成
に
、い
か
に
体
育

教
育
が
欠
か
せ
な
い
か
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
」
�

さ
ら
に
鵤
木
先
生
は
、現
代
の
生
活
習
慣
病
と
ス
ポ
ー
ツ

の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。「
骨
粗
鬆
症
、高
血
圧
な

ど
、生
活
習
慣
が
原
因
で
起
こ
る
病
気
を
予
防
す
る
意
味

で
も
、体
育
教
育
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大
学
生
に
と
っ

て
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
見
通
す
こ
の
時
期
こ
そ
、自
分

自
身
の
体
と
向
か
い
合
っ
て
い
く
方
法
を
十
分
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
よ
り
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
と
の
関
わ
り

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、こ
の
先
の
人
生
を
よ
り
有
意
義
な

も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、社
会
人
の
方
の
場
合
は
、

よ
り
意
識
的
に
体
を
動
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、な
か

な
か
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
の
な
い
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

公
開
講
座
も
開
講
し
て
い
ま
す
か
ら
、興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
�

　
と
も
す
れ
ば
、知
識
に
偏
り
、体
育
教
育
の
重
要
性
が
見

落
と
さ
れ
が
ち
な
い
ま
。
し
か
し
、実
の
と
こ
ろ
体
育
教
育

の
持
つ
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
鵤
木
先
生
の
科
学

的
な
研
究
か
ら
、改
め
て
そ
の
事
実
が
見
え
て
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
�

先生、�
知の最前線を�
教えてください！�

一
人
ひ
と
り
の
潜
在
力
を
客
観
的
な�

デ
ー
タ
か
ら
見
抜
い
て
指
導�

い
ま
、さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
�

体
育
教
育
の
意
義
を
言
及
�

自分でも驚くぐらい、バドミントンが�
楽しくなってきた。これは鵤木マジック!?

い
か
る
ぎ
�
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今
回
の
調
査
依
頼�

英
会
話
学
校
と
ひ
と
味
違
う�

大
学
の
英
語
教
育
に
感
激�

韓
国
語
を
基
礎
か
ら
学
び
直
し
、�

韓
国
の
人
と
助
け
合
う
力
に�

お便りで届いた皆さまの疑問を、毎回、徹底調査して

いくこのページ。今回は甲南大学で学ぶ社会人の

方がどんなふうにキャンパスライフをおくっているのか、

そこで何を学んでいるのかなどを特捜しました。�

誌
面
作
り
に
対
す
る�

ご
意
見
・
ご
感
想�

社
会
人
の
方
は
、�

甲
南
で
ど
ん
な
ふ
う
に�

学
ん
で
い
ま
す
か
？�

岡田 寛子さん（’61年卒）�

西口 道子さん（卒業生のお母さま）�

調査2
公開講座受講者�
の証言�

甲南大学は、�
もう一度学びたい人を�
応援しています。�

　勉強しようという意欲のある社会人を

対象として、甲南大学ではさまざまな機

会を提供しています。年間を通して行わ

れる公開講座・講習会では、つねに社会

のニーズに沿ったテーマを取り上げて、

各学部教員が研究成果を公開し、社会

人の生涯学習を応援しています。また、

国際言語文化センターでも、地域に広く

開かれた教育機関として、社会人講習会、

社会人講座を開講。特に英語、ドイツ語、

フランス語、中国語、韓国語などの言語

講座は人気が高く、毎年多くの参加者

がいます。このほかにも、学部の1年次

に入学する社会人入学試験制度、学部

で開講されている科目を受講する科目

等履修生制度や聴講生制度などもあり

ます。また、今年度は、「親子で楽しむ生

物観察」や「親子で楽しむパソコン教室」

を開催し、小学生など児童・生徒の学習

活動支援も行っています。�

あ
な
た
の
声
で
、こ
の
ペ
ー
ジ
を
、�

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？�

「
こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部
」
は
、皆
さ
ま
の
お

便
り
を
も
と
に
構
成
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

日
頃
か
ら
甲
南
大
学
に
対
し
て
感
じ
て
い

た
疑
問
を
、ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、誌
面
作
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

●
臨
床
心
理
の
現
場
が
良
か
っ
た
。
私
の
在
学
中
に

人
間
科
学
科
が
あ
れ
ば
、そ
ち
ら
を
専
攻
す
る

の
に
と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
。こ
う
し
た
研
究
を

誰
で
も
気
軽
に
見
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く

っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。（
’99 
年
卒
・
女
）�

�

●
特
集
記
事
で
は
、内
向
き
な
姿
勢
で
は
な
く
、

挑
戦
し
続
け
て
い
く
大
学
の
姿
が
見
え
、た
い
へ

ん
良
か
っ
た
で
す
。
内
容
も
最
先
端
の
事
柄
を

丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

大
学
間
競
争
に
勝
ち
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

何
か
一
つ
で
も
世
界
に
誇
れ
る
も
の
を
模
索
す

る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
他
大
学

の
真
似
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、独
自
性
の
あ

る
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。（
’00 
年

卒
・
男
）�
�

●
大
学
の
学
習
形
態
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
大
学
以
外
の
施
設
・
メ
デ
ィ
ア
で
で
も
希

望
す
れ
ば
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て
ほ

し
い
で
す
。（
’96 
年
卒
・
男
）�

�

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
だ
け
で
な
く
、

地
域
貢
献
も
し
て
い
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。（
不
明
）�

�

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
定
着
化
の
た
め
に

も
っ
と
努
力
し
て
欲
し
い
。
さ
ら
な
る
発
展
を
望

み
ま
す
。（
’63 
年
卒
・
男
）�

�

●
現
状
の
甲
南
大
学
の
様
子
が
把
握
で
き
て
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
最
先
端
の
取
り
組
み
は
、い
ず
れ
も
前
向
き
で

素
晴
ら
し
く
思
い
ま
す
。こ
の
研
究
を
、今
後
、

さ
ら
な
る
甲
南
の
発
展
の
た
め
に
生
か
し
て
ほ

し
い
で
す
。（
’72 
年
卒
・
男
）�

�

●
有
名
に
な
っ
た
甲
南
O
B
だ
け
で
な
く
、普
通
の

会
社
員
に
な
っ
た
O
B
の
い
ま
の
生
活
な
ど
が
知

り
た
い
で
す
。（
’99 
年
卒
・
女
）�

�

●
子
ど
も
が
入
学
し
た
た
め
、高
・
中
と
ト
ゥ
レ
ー
ヌ

の
情
報
を
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。
今
後
は

政
治
・
経
済
・
法
律
に
つ
い
て
の
特
集
を
し
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。（
’86 
年
卒
・
男
）�

�

●
自
分
の
専
攻
し
て
い
た
学
科
、社
会
学
科
を
特

集
す
る
よ
う
な
記
事
が
読
み
た
い
で
す
。（
’02 
年

卒
・
女
）�

�

息
子
の
想
い
を
引
き
継
い
で
入
学�

目
の
回
る
よ
う
な
毎
日
で
す
が�

充
実
し
て
い
ま
す�

経済学部　1年次　川畑 恵子さん�

基
礎
ゼ
ミ
担
任
　
杉
村
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス�

一
年
次
の
戸
惑
い
は
当
た
り
前�

焦
ら
ず
、自
分
の
大
学
生
活
を�

調査1�
社会人入試�
合格者の証言�

　
私
、正
直
に
言
い
ま
す
と
、自
分
が
学
問
を

や
り
た
く
て
社
会
人
入
試
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
実
は
、甲
南
大
生
だ
っ
た
息
子

が
、1
年
半
前
に
事
故
で
他
界
し
ま
し
て
。「
あ
の
子

だ
け
、も
う
卒
業
で
き
な
い
ん
だ
」
と
思
っ
た
ら
そ
れ

が
も
う
不
憫
で
ね
。
そ
れ
な
ら
私
が
代
わ
り
に
想
い
を

遂
げ
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
�

　
思
い
立
っ
て
か
ら
入
試
ま
で
2
カ
月
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、入
試
の
勉
強
は
か
な
り
ハ
ー
ド
で
し

た
。
試
験
科
目
は
英
語
と
経
済
の
分
野
に
つ
い
て
の
筆

記
問
題
な
の
で
、社
会
人
入
試
用
の
英
語
問
題
集
を

買
い
集
め
て
き
て
解
い
た
り
、テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
日

本
経
済
新
聞
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
。
竹
中
平
蔵

大
臣
の
出
て
い
た
討
論
番
組
と
一
日
中
に
ら
め
っ
こ
と

い
う
日
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
�

　
で
も
、そ
の
か
い
あ
っ
て
、な
ん
と
か
入
試
を
パ
ス
。

晴
れ
て
息
子
と
同
じ
甲
南
大
生
に
な
れ
た
わ
け
で
す
。

実
際
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大
学
生
活
の
正
直
な
感
想
は

…
想
像
以
上
に
大
変
で
す
け
ど
ね（
笑
）。
特
に
私
の

場
合
は
主
婦
と
の
両
立
で
す
か
ら
、買
い
物
、洗
濯
、ア

イ
ロ
ン
な
ど
の
家
事
を
済
ま
せ
て
、夜
11
時
頃
か
ら
勉

強
の
予
習
・
復
習
を
始
め
る
な
ど
、時
間
の
や
り
繰
り

が
な
か
な
か
難
し
い
。
息
子
は
も
っ
と
ラ
ク
そ
う
に
し

て
い
た
ん
だ
け
ど
…
。
�

　
先
生
方
は
教
え
る
こ
と
に
非
常
に
熱
心
な
方
が
多

い
よ
う
で
す
し
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
も
親
し
く
し
て

く
れ
ま
す
。
授
業
が
終
わ
る
と
、「
さ
っ
き
の
問
題
わ
か

り
ま
し
た
か
」
と
か
、話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
し
。
�

　
い
ま
は
ま
だ
、リ
ズ
ム
が
つ
か
め
ず
、授
業
に
つ
い
て
い

く
の
が
し
ん
ど
い
け
れ
ど
、頑
張
っ
て
い
け
ば
、私
に
も

学
び
の
面
白
さ
が
見
え
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
、誰
か
に
教

え
て
あ
げ
ら
れ
る
知
識
が
身
に
つ
け
ら
れ
た
ら
素
敵
で

す
ね
。
�

　
川
畑
さ
ん
は
、私
の
一
年
次
の
基
礎
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー

で
す
。
彼
女
は
い
ま
大
学
生
活
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、焦
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
年
次
は

大
学
生
活
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
必
要
な
う
え
、学
習

す
る
こ
と
も
多
く
て
忙
し
い
か
ら
、誰
も
が
多
か
れ
少

な
か
れ
、戸
惑
い
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
確
立
し
て
い
く
も

の
な
の
で
す
。
ま
た
、学
ぶ
目
的
が
見
つ
か
っ
て
い
な
く

て
も
大
丈
夫
。
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
授
業
を
通
し
て
、や
り
た
い
こ
と
は
自
然
に

見
つ
か
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
�

http://www.konan-u.ac.jp/

「親子で楽しむ生物観察」第1回「海藻のふし
ぎ」の様子。子どもだけでなく、ご父母の方々
も興味津々の面もちで参加されていました。�

　
私
は
い
ま
、社
会
人
向
け
言
語
講
座
の
韓
国

語
入
門
者
ク
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
韓
国
語

を
学
び
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、以
前
商
社
に
勤

め
て
い
た
と
き
、業
務
の
中
で
韓
国
語
が
必
要
に

な
り
、独
学
で
間
に
合
わ
せ
の
勉
強
を
し
た
も
の

で
す
か
ら
、い
つ
か
ち
ゃ
ん
と
し
た
発
音
や
用
法

を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
�

　
や
っ
ぱ
り
大
学
で
学
ぶ
と
い
う
の
は
い
い
で
す

ね
。
担
当
の
劉
先
生
は
、語
学
を
教
え
る
た
め
の

高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
方
で
、学
生
が
ど
れ
ぐ
ら

い
理
解
し
て
い
る
か
を
確
か
め
な
が
ら
次
へ
進
ま

れ
ま
す
か
ら
、内
容
を
確
実
に
身
に
つ
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、い
ま
ま
で
は
も
っ
ぱ
ら

C
D
で
勉
強
し
て
い
た
の
で
す
が
、誰
か
と
直
接

話
し
な
が
ら
勉
強
す
る
と
、口
の
動
き
や
表
情

を
見
て
、言
葉
の
意
味
を
よ
り
深
く
理
解
で
き

ま
す
。
�

　
最
近
は
、こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、い
つ
か
社
会

の
中
で
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー（
劇
症
型
の
ア
レ
ル
ギ
ー
）の
息
子
が
い
ま

す
。
他
国
で
同
じ
よ
う
な
体
で
頑
張
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、ま
ず
、隣
国
で
あ
る
韓
国

で
の
同
様
の
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
甲
南
を
卒
業
し
た
息
子
に
届
く「
甲
南
T
o
d
a
y
」

を
見
て
中
級
英
会
話
ク
ラ
ス
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

今
日
、第
一
回
目
の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
中
身
の
濃
い
も
の
で

し
た
よ
。
具
体
的

に
何
を
し
た
か
と

い
う
と
、
16
人
程

度
を
4
班
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ウ
ソ

の
交
じ
っ
た
自
己

紹
介
を
す
る
ん
で
す
。

自
分
に
つ
い
て
の

3
つ
の
話
の
う
ち
、

一
つ
だ
け
ウ
ソ
の
話

を
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
人
が
見
破
る
と
い

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
�

　
実
は
私
、こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
英
会
話
学
校

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
わ
か
る
ん
で
す
が
、

み
ん
な
が
退
屈
せ
ず
、し
か
も
ま
と
ま
り
の
あ
る

授
業
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
よ
。
先
生
の

ス
キ
ル
が
足
り
な
い
と
、こ
っ
ち
が
す
ご
く
気
を

遣
う
ぐ
ら
い
授
業
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
だ
っ
て

あ
り
ま
す
が
、今
日
の
授
業
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、一
回

目
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
�

　
「
大
学
の
英
会
話
ク
ラ
ス
っ
て
ど
ん
な
の
だ
ろ

う
？
」「
大
人
数
で
ノ
ー
ト
を
取
り
な
が
ら
進
め

る
よ
う
な
講
義
か
な
」
と
、半
信
半
疑
で
参
加
し

た
の
で
す
が
、こ
れ
な
ら
文
句
な
い
で
す
ね
。
周

り
の
方
も
親
切
で
、間
違
っ
て
覚
え
て
き
た
言
葉

の
使
い
方
を
し
て
い
る
と
そ
れ
を
丁
寧
に
指
摘

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
全
10
回
、休
ま
ず
参
加
し

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
�

ホームページもご覧ください↓�
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▲’01年9月、オーストラリア公演「青砥稿花紅彩画」稲瀬川勢揃の場�

※
こ
の
年
史
は
、毎
年
行
っ
て
い
る
公
演
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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部
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部
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����������大
学
祭
で
の
舞
台
発
表
を
始
め
る
�

「
青
砥
稿
花
紅
彩
画
」
稲
瀬
川
勢
揃
の

場
（
演
技
指
導
・
実
川
延
童
丈
、

1
9
8
0
年
ま
で
）�

大
学
祭
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
源
氏
店

妾
宅
の
場
�

大
学
祭
「
弁
天
娘
女
男
白
浪
」
浜
松
屋

店
先
の
場
�

大
学
祭
「
梅
雨
小
袖
昔
八
丈
」
永
代
橋

川
端
の
場
・
新
三
内
の
場
�

大
学
祭
「
渡
雁
恋
玉
章
」
雁
の
た
よ
り
�

大
学
祭
「
鐘
鳴
今
朝
噂
」い
ろ
は
新
助
、

徳
庵
堤
の
場
�

単
独
公
演（
大
阪
産
経
会
館
大
ホ
ー
ル
）

「
瞼
の
母
」「
鈴
ヶ
森
」「
渡
雁
恋
玉
章
」

／
大
学
祭
「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
太
々

講
の
場
�

単
独
公
演（
大
阪
森
ノ
宮
厚
生
年
金
大

ホ
ー
ル
）「
弁
天
娘
女
男
白
浪
」
浜
松

屋
店
先
の
場
、「
夏
祭
浪
花
鑑
」
住
吉

鳥
居
先
の
場
・
長
町
裏
の
場
�

単
独
公
演（
朝
日
座
）「
弁
天
娘
女
男

白
浪
」
浜
松
屋
店
先
の
場
、「
恋
飛
脚

大
和
往
来
」
封
印
切
の
場
・
新
口
村
の

場
、「
鏡
山
旧
錦
絵
」
三
国
花
見
の
場
�

新
人
公
演
「
恋
飛
脚
大
和
往
来
」
封

印
切
の
場
、舞
踊
「
連
獅
子
」
／
五
月

祭
「
弁
天
娘
女
男
白
浪
」
浜
松
屋
店

先
の
場
�

新
人
公
演
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
源
氏

店
妾
宅
の
場
、舞
踊
「
越
後
獅
子
」
／

新
入
生
歓
迎
公
演
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」

源
氏
店
妾
宅
の
場
�

六
月
公
演
「
三
大
狂
言
名
場
面
集
」
、

「
義
経
千
本
桜
」
、「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

戸
塚
山
中
の
場
、「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

吉
田
社
車
引
の
場
�

第
2
回
京
都
学
生
祭
「
菅
原
伝
授
手

習
鑑
」
吉
田
社
車
引
の
場
�

谷
上
カ
ー
ニ
バ
ル
谷
上
歌
舞
伎（
農
村

歌
舞
伎
）「
桂
川
連
理
柵
」
帯
屋
の
場

／
神
戸
ま
つ
り
「
弁
天
娘
女
男
白
浪
」

浜
松
屋
店
先
の
場
�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
演
「
青
砥
稿
花
紅

彩
画
」
稲
瀬
川
勢
揃
の
場
、「
勧
進
帳
」
�

創
部
五
十
周
年
を
迎
え
る
�

取
材
に
出
席
さ
れ
た
方
／
松
井
朔
子
さ
ん（
'55
文
卒
）、片

山
修
さ
ん（
'59
経
卒
）、高
坂
久
美
さ
ん（
'70
文
卒
）、松
永
信

夫
さ
ん（
'71
経
卒
）、藤
本
順
子
さ
ん（
'72
文
卒
）、松
永
素
子

さ
ん（
'73
文
卒
）、近
森
秀
元
さ
ん（
'73
法
卒
）、杜
下
長
治
さ

ん（
'73
営
卒
）、村
田
伸
治
さ
ん（
'73
営
卒
）、奥
田
慶
子
さ
ん

（
'75
文
卒
）、表
具
宏
和
さ
ん（
'89
文
卒
）、宗
宮
朋
之
さ
ん  

（
'03
法
卒
）、中
道
友
規
子
さ
ん（
'03
法
卒
）、学
生 

金
築
弘

子
さ
ん（
経
3
）、服
部
貴
恵
さ
ん（
文
3
）、内
田
多
恵
さ
ん

（
文
3
）�

取
材
に
出
席
さ
れ
た
方
／
小
原 

治
さ
ん（
'55
経
卒
）、内
田 

実
さ
ん（
'61
経
卒
）、加
納 

隆
さ
ん（
'64
経
卒
）、野
瀬
幸
一
さ

ん（
'64
法
卒
）、松
本
晴
豪
さ
ん（
'74
経
卒
、監
督
）、藤
井
拓
郎

さ
ん（
'77
理
卒
）、杉
山
洋
一
さ
ん（
'89
経
卒
）、学
生 

米
正
徳

貴
さ
ん（
法
3
）、草
部
圭
一
朗
さ
ん（
理
3
）�

　
自
動
車
部
の
活
動
は
社
会
背
景
や
自

動
車
産
業
の
成
長
に
と
も
な
い
、大
き

く
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。
�

　
ま
ず
、自
動
車
そ
の
も
の
が
憧
れ
だ
っ

た〈
起
〉の
時
代
。
創
部
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
現
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
小
原
さ
ん
は
「
第
一

の
目
標
は
車
を
持
つ
こ
と
だ
っ
た
」
と
い

う
。
自
動
車
産
業
の
実
態
を
調
べ
る
と

い
う
活
動
を
し
な
が
ら
資
金
集
め
に
奔

走
し
、1
年
後
に
「
1
9
3
4
年
製
の
ぼ
ろ
フ
ォ
ー

ド
」
を
手
に
入
れ
た
と
き
は
、皆
、天
下
を
取
っ
た
よ

う
に
大
騒
ぎ
し
た
。
中
古
と
は
い
え
月
給
1
万
円
以

下
の
時
代
に
10
数
万
円
も
し
た
か
ら
触
る
だ
け
で

も
嬉
し
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
勢
い
で
、学
生
相
手
に
 

”
私
設
教
習
所
“
を
開
き
、少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
父

母
か
ら
の
借
金
も
、ひ
と
夏
で
完
済
し
て
し
ま
っ
た
。
�

　
’61 
年
卒
の
内
田
さ
ん
は
、当
時
は
「
部
車
を
走
れ

る
状
態
に
整
備
す
る
こ
と
も
大
切
な
活
動
の
一
つ

だ
っ
た
」
と
い
う
。
だ
か
ら
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
整
備
競
技
も
、ラ
リ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
同
様
、盛
ん

だ
っ
た
※1

。
そ
し
て
’64 
年
卒
の
加
納
さ
ん
、野
瀬
さ
ん

の
時
に
は
、甲
南
大
学
自
動
車
部
主
催
の
ラ
リ
ー
「
モ

ー
ビ
ル
・
甲
南
ラ
リ
ー
」
を
開
催
。
関
西
に
甲
南
あ
り

と
い
わ
れ
、部
員
も
60
名
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
�

　
’74 
年
卒
で
現
監
督
の
松
本
さ
ん
は
、マ
イ
カ
ー
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ（
’66 
年
）、ハ
イ
パ
ワ
ー
化
が
進

ん
だ〈
承
〉の
時
代
と
、排
ガ
ス
規
制
や
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
で
低
迷
し
た〈
転
〉の
時
代
の
両
方
を
経
験
し

た
一
人
。「
最
初
の
1
年
は
ガ
ソ
リ
ン
が
リ
ッ
タ
ー
約

40
円
で
走
り
放
題
で
し
た
が
、2
年
か
ら
は
規
制
が

厳
し
く
な
っ
て
車
に
パ
ワ
ー
が
な
く
な
り
、ラ
リ
ー

も
公
道
で
は
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
苦
笑
い
す
る
。

部
員
数
も
そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
後
、

激
減
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
’77 
年
卒
の
藤
井
さ
ん
の

頃
に
は
レ
ー
ス
カ
ー
な
ど
を
借
り
て
き
て
展
示
す
る

な
ど
、部
員
集
め
に
あ
の
手
こ
の
手
を
駆
使
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
�

　
’80 
年
代
は
、こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、自
動
車
が

再
び
元
気
に
な
っ
て
き
た〈
結
〉の
時
代
だ
。ピ
ッ
ト
、

ガ
レ
ー
ジ
付
き
の
部
室
が
新
築
さ
れ
、再
び
ラ
リ
ー

が
盛
ん
に
な
り
、ジ
ム
カ
ー
ナ
や
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル

な
ど
新
し
い
競
技
も
生
ま
れ
た
※2

。
’80 
年
代
後
半
に

自
動
車
部
で
4
年
間
を
す
ご
し
た
杉
山
さ
ん
は
「
練

習
や
整
備
が
楽
し
く
て
部
室
に
1
週
間
泊
ま
り
こ

ん
だ
こ
と
も
あ
る
」
と
振
り
返
る
。こ
の
年
代
は
、女

性
部
員
も
多
く
、彼
女
ら
が
大
活
躍
し
た
時
代
で

も
あ
っ
た
。
�

　
50
年
の
歴
史
を
経
て
、部
の
活
動
と
競
技
は
今
、

コ
ン
マ
秒
単
位
、ミ
リ
単
位
を
競
う
、さ
ら
に
上
の
ス

テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。
米
正
さ
ん
は
「
車
の
性
能

が
限
界
レ
ベ
ル
に
達
し
、勝
負
は
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の

腕
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
う
。
し
か

し
車
を
愛
し
、後
輩
を
育
む
伝
統
は
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
、こ
の
2
月
、自
動
車
部
は
、す
ぐ
れ
た

業
績
を
挙
げ
た
学
生
団
体
に
贈
ら
れ
る
学
生
部
長

特
別
表
彰
と
、課
外
活
動
表
彰（
監
督
部
門
）を
受

賞
し
た
。
�

　
新
入
生
が
入
っ
て
き
た
4
月
。こ
の
伝
統
を
ど
う

活
動
に
反
映
さ
せ
、受
け
継
い
で
い
く
か
、部
員
た
ち

の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、も
う
始
ま
っ
て
い
る
。
�

体育会�

創立より、いまへ�
受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�

文化会�

※
1 

整
備
競
技
＝
実
技
と
筆
記
か
ら
な
り
、整
備
や
修
理
の
腕
を
競
う
。
�

ラ
リ
ー
＝
公
道
な
ど
に
定
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
時
間
通
り
に

走
る
競
技
。
後
に
規
制
が
厳
し
く
な
り
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
な

く
な
る
。
�

フ
ィ
ギ
ュ
ア
＝
ク
ラ
ン
ク
、車
庫
入
れ
な
ど
難
コ
ー
ス
の
攻
略
時

間
を
競
う
、最
も
基
本
と
な
る
競
技
。
�

※
2 

ジ
ム
カ
ー
ナ
＝
舗
装
道
路
に
つ
く
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
1
台
ず
つ

で
走
り
、タ
イ
ム
を
競
う
。コ
ー
ス
は
当
日
発
表
さ
れ
、攻
略
法

と
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
技
術
が
問
わ
れ
る
。
�

ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
＝
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
未
舗
装
の
路
面
の

コ
ー
ス
を
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
す
る
競
技
。
�

自
動
車
部
創
部
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
普
通
乗
用
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
総
合
）2
位
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
普
通
乗
用
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
小
型
乗
用
・

三
輪
車
）優
勝
�

関
西
学
生
ラ
リ
ー
優
勝
／
全
関
西
運

転
競
技
大
会（
総
合
）優
勝
�

全
日
本
運
転
競
技
大
会（
男
子
個
人
三

種
戦
）総
合
優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
大
型
貨
物
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
小
型
貨
物
）優
勝
�

全
関
西
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会（
女
子
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
女
子
）総
合

優
勝
／
全
日
本
運
転
競
技
大
会（
女
子
）

総
合
2
位
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
男
子
個
人
三

種
戦
）総
合
優
勝
�

全
関
西
エ
コ
ノ
ミ
ー
ラ
ン
大
会（
女
子
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
女
子
小
型
乗

用
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
女
子
普
通
乗

用
）優
勝
／
全
日
本
運
転
競
技
大
会（
女

子
小
型
貨
物
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
大
型
貨
物
・

小
型
乗
用
）優
勝
／
全
関
西
ダ
ー
ト
ト

ラ
イ
ア
ル
大
会
優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
女
子
小
型
貨

物
）優
勝
／
全
日
本
運
転
競
技
大
会（
女

子
小
型
乗
用
）優
勝
�

全
関
西
運
転
競
技
大
会（
大
型
貨
物
・

普
通
乗
用
）優
勝
／
同（
女
子
小
型
貨

物
）優
勝
／
全
関
西
ジ
ム
カ
ー
ナ
大
会

（
男
子
）優
勝
�

全
関
西
ジ
ム
カ
ー
ナ
大
会（
女
子
）優
勝

／
全
関
西
運
転
競
技
大
会（
女
子
小
型

貨
物
）優
勝
／
全
関
西
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ

ア
ル
大
会（
女
子
）優
勝
�

全
関
西
ジ
ム
カ
ー
ナ
大
会（
女
子
）優
勝

／
全
関
西
運
転
競
技
大
会（
男
子
・
女

子
）総
合
優
勝
／
カ
レ
ッ
ジ
カ
ッ
プ
・
ジ

ム
カ
ー
ナ
大
会（
女
子
）優
勝
／
全
関
西

ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会（
女
子
）優
勝

／
全
日
本
運
転
競
技
大
会（
女
子
）総

合
優
勝
�

全
関
西
ジ
ム
カ

ー
ナ
大
会（
男
子
）

優
勝
●
�

全
関
西
ジ
ム
カ

ー
ナ
大
会（
女
子
）優
勝
�

全
関
西
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会（
男
子
）

優
勝
●
／
日
本
エ
コ
カ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
総
合
3
位
●
�

ab

c

b ac

▲1962年、「モービル・甲南ラリー」開催�

と
ぞ
う
し
は
な
の
に
し
き
え�

い
な
せ
が
わ
せ
い
ぞ
ろ� あ

お�

▲松本総監督（後列右から3人目）と現役部員�

　
’01
年
9
月
、歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
は
、甲
南
大

学
設
立
50
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
公
演
を
実
現
し
た
。
演
目
は
「
勧
進
帳
」
と
「
青

砥
稿
花
紅
彩
画（
白
浪
五
人
男
）〜
稲
瀬
川
勢
揃
い

の
場
」
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
を
は
じ
め
3
つ
の
会
場
で
公
演

さ
れ
た
が
、そ
の
一
つ
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
ホ
ー
ル
に
は
、

現
地
の
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
部
員
た
ち
の
熱
演
を

見
守
る
創
部
の
立
役
者
、松
井
朔
子
さ
ん（
シ
ド
ニ

ー
大
学
・
日
本
・
コ
リ
ア
研
究
科
名
誉
研
究
員
）の
姿

が
あ
っ
た
。「
創
立
40
周
年
の
折
、海
外
公
演
を
目

指
し
な
さ
い
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
の
で
す
が
、こ
ん
な

に
早
く
実
現
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
目
を
細

め
る
。
彼
女
に
と
っ
て
、歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
は
、ま

さ
に
我
が
子
の
よ
う
な
も
の
。
創
部
当
時
の
ク
ラ
ブ

活
動
は
、歌
舞
伎
を
鑑
賞
し
、研
究
す
る
こ
と
が
活

動
の
中
心
だ
っ
た
か
ら
、自
ら
演
じ
る
部
員
た
ち
の

姿
を
見
る
思
い
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。
�

　
創
部
当
時
の
50
年
前
は
、歌
舞
伎
自
体
が
存
続

を
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
衰
退
し
て
い
た
。
松
井
さ
ん
も

最
初
は
「
い
い
若
者
が
観
る
よ
う
な
舞
台
で
は
な
い
」

と
思
っ
て
い
た
が
、甲
南
の
O
B
で
演
劇
評
論
家
・
演

出
家
の
武
智
鉄
二
の
「
演
劇
評
論
」
と
出
会
っ
て
一

変
。
歌
舞
伎
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、創
部
を
決
意
す

る
。
千
日
前
の
歌
舞
伎
座
に
単
身
乗
り
込
ん
で
交
渉

し
、2
割
引
の
学
生
割
引
も
実
現
し
た
。
ま
た
、武

智
鉄
二
を
招
い
て
の
講
演
会
や
文
楽
の
桐
竹
紋
十

郎
の
楽
屋
訪
問
を
行
う
な
ど
、部
活
動
の
原
型
を

形
作
っ
て
い
っ
た
。
�

　
当
初
は
演
じ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

と
い
う
が
、演
劇
が
好
き
で
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
が

舞
台
に
立
つ
の
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。
創
部
か
ら
5
年
後
の
’57 
年
、部
員
た
ち
は
、大
学

祭
で
初
舞
台
を
踏
む
。
演
目
は
海
外
公
演
と
同
じ
「
青

砥
稿
花
紅
彩
画
」
だ
っ
た
。つ
て
を
頼
っ
て
、実
川
延

童
師
匠
の
指
導
を
仰
ぎ
、衣
装
や
小
道
具
も
実
際
に

使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

う
し
て
一
度
、人
脈
や
道
筋
が
で
き
る
と
公
演
活
動

は
ど
ん
ど
ん
発
展
し
、’63 
年
に
は
大
阪
産
経
会
館
の

大
ホ
ー
ル
で
初
の
単
独
公
演
を
、そ
し
て
’70 
年
に
は

道
頓
堀
の
朝
日
座
で
公
演
す
る
ま
で
に
な
る
。
以
降
、

新
人
公
演
や
水
無
月
公
演
な
ど
公
演
の
機
会
が
ど

ん
ど
ん
増
え
、関
西
で
唯
一
の
歌
舞
伎
を
”演
じ
る
“�

ク
ラ
ブ
が
そ
の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
�

　
’80 
年
代
に
入
っ
て
伝
統
演
劇
の
人
気
が
上
昇
し
、

歌
舞
伎
そ
の
も
の
が
身
近
な
も
の
に
な
る
に
つ
れ
、

歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
の
活
動
が
幅
を
広
げ
て
い
く
。

琴
平
歌
舞
伎
の
復
活
と
軌
を
一
に
す
る
か
の
よ
う
に
、

甲
南
歌
舞
伎
も
、’90 
年
に
は
O
B
も
参
加
し
て
、国

の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
谷
上
の
歌
舞

伎
舞
台
で
、初
め
て
の
公
演
を
行
っ
た
。こ
の
舞
台
は

屋
外
で
素
朴
だ
が
、回
り
舞
台
な
ど
の
カ
ラ
ク
リ
も

あ
り
、地
元
の
農
家
の
方
々
に
長
い
間
親
し
ま
れ
て

き
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、農
村
歌
舞
伎
の
ほ

か
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
学
外
で
も
幅
広
く
公
演
す
る

よ
う
に
な
り
、’01 
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
海
外

公
演
を
実
現
す
る
。
�

　
50
年
前
に
蒔
か
れ
た
歌
舞
伎
と
い
う
文
化
の
種

子
が
、お
師
匠
さ
ん
や
O
B
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
継

い
だ
伝
統
を
糧
に
し
、い
ま
、多
く
の
人
に
歌
舞
伎
の

魅
力
を
伝
え
る
頼
も
し
い
ク
ラ
ブ
に
成
長
し
た
。コ

ク
ー
ン
歌
舞
伎
な
ど
新
た
な
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
歌
舞
伎
界
と
同
様
、こ
れ
か
ら
も
伝
統
と

い
う
根
を
深
め
つ
つ
、新
し
い
花
を
咲
か
せ
て
ほ

し
い
と
思
う
。
�
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プ
ロ
や
O
B
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
�

毎
日
が
真
剣
勝
負
の
熱
い
ク
ラ
ブ�

シ
ビ
ア
な
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、�

実
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
力
が
つ
く
�

絶
対
に
、勝
負
を
諦
め
な
い
�

そ
ん
な
強
さ
を
身
に
つ
け
ま
し
た
�

今
井 

克
治
君
　
甲
南
高
校
2
年
生
�

塩
見 

恵
介 

先
生
　
国
語
担
当
　
将
棋
部
顧
問
�

今井くんに挑戦！�

ク
ラ
ブ
レ
ポ
ー
ト
�

　
僕
は
小
学
校
の
頃
、将
棋
は
か
な
り
強
い
と
自
負
し
て

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
中
学
生
に
な
り
、い
ま
の
部
に
入
っ

て
み
る
と
、先
輩
に
ま
る
で
歯
が
立
た
な
い（
笑
）。
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
が
、「
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」
と
、将
棋

に
の
め
り
込
む
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
い
ま
は
、月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
毎
日
ク
ラ
ブ
で
将
棋
を

指
し
て
い
ま
す
か
ら
、当
然
技
術
も
伸
び
ま
し
た
が
、何

よ
り
精
神
面
で
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
例
え
ば
、

強
い
人
と
指
す
と
き
も
、局
面
が
不
利
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
諦
め
ず
、決
め
手
を
与
え
な
い
よ
う
に
ね
ば
っ
て
チ

ャ
ン
ス
を
待
つ
、そ
ん
な
し
ぶ
と
さ
も
身
に
つ
け
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
ま
た
、打
ち
込
め
る
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
の

で
、心
に
ゆ
と
り
を
持
て
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
ね
。
�

　
部
長
に
な
っ
た
い
ま
は
、自
分
だ
け
で
な
く
、ク
ラ
ブ

全
体
を
強
く
し
た
い
と
意
識
し
て
い
ま
す
。
次
の
全
国
大

会
予
選
で
は
4

位
以
上
、で
き
れ

ば
優
勝
を
目
指
し
た
い
。
�

　
現
在
、高
・
中
の
将
棋
部
に
は
、中
学
2
年
生
か
ら
高

校
2
年
生
ま
で
の
24
人
と
、留
学
生
が
1
人
在
籍
。
土
曜

日
な
ど
に
は
O
B
も
訪
れ
、年
齢
差
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
活
動
に
励
む
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
は
、将
棋
部
と
い
う
場
所
は
非
常
に
孤

独
で
厳
し
い
勝
負
の
世
界
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。ひ
と
た

び
盤
の
前
に
座
れ
ば
、誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
。
ど
れ
だ

け
努
力
し
て
も
、一
手
間
違
え
ば
、負
け
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
先
輩
だ
か
ら
必
ず
し
も
後
輩
に
勝
て
る
と
は

限
ら
な
い
。
あ
る
意
味
、体
育
系
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
シ
ビ

ア
で
す
。い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
で
は
、通
用
し
ま
せ
ん
。
�

　
た
だ
、そ
の
真
剣
勝
負
を
通
し
て
こ
そ
、い
ろ
ん
な
こ

と
が
学
べ
る
の
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
グ
ッ

と
集
中
す
る
力
。
将
棋
部
で
は
、「
静
か
に
し
な
さ
い
」
な

ど
と
注
意
し
な
く
て
も
、誰
も
が
勝
ち
た
い
か
ら
口
を
閉

ざ
し
て
集
中
す
る
こ
と
を
自
分
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。
�

　
2
0
0
0
年
度
全
国
高
校
選
手
権
団
体
3
位
の
メ
ン

バ
ー
は
引
退
し
ま
し
た
が
、次
の
世
代
も
着
実
に
力
を
つ

け
て
い
ま
す
。
2
0
0
2
年
度
は
、兵
庫
高
校
選
手
権
春

季
団
体
戦
で
準
優
勝
な
ど
、レ
ベ
ル
も
相
当
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
か
ら
、今
年
は
私
と
し
て
も
楽
し
み
な
一
年
に

な
り
そ
う
で
す
。
�

将
棋
部
�

　「
将
棋
部
」
と
聞
い
て
、地
味
な
ク
ラ
ブ
と
想
像
す
る
な
か
れ
。

甲
南
高
・
中
の
将
棋
部
は
、部
員
数
が
25
人
と
多
い
だ
け
で
な
く
、

毎
日
の
活
動
内
容
も
単
に
仲
良
く
将
棋
の
稽
古
と
い
う
よ
り
、つ

ね
に
一
対
一
で
の
真
剣
勝
負
。
練
習
風
景
を
の
ぞ
く
と
、騒
ぎ
た
い

盛
り
の
高
・
中
生
が
息
を
詰
め
、一
心
に
盤
を
に
ら
む
姿
が
見
ら

れ
、内
に
秘
め
た
気
迫
が
肌
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
う
え
、合

宿
な
ど
の
際
に
は
近
隣
に
お
住
ま
い
の
プ
ロ
棋
士
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
お
越
し
く
だ
さ
り
、直
接
手
ほ
ど
き
を
し
て
い
た
だ
く
場
面
も
。

こ
の
日
は
通
常
の
土
曜
日
な
が
ら
、藤
原
直
哉
日
本
将
棋
連
盟
棋

士（
六
段
）が
来
校
さ
れ
、多
面
差
し
で
10
人
と
一
度
に
対
局
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、プ
ロ
の
胸
を
借
り
、普
段
に
も
増
し
て

真
剣
な
面
も
ち
で
対
局
に
臨
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
�

　大学へ進んだ卒業生なども、毎週土曜日には部室に来訪。
プロが訪れる日には、特に多くの学生が集まります。�

将
棋
部
の
活
動
を
通
し
て
ど
ん
な
力
が
得
ら
れ
ま
す
か
？
�

トゥレーヌ甲南学園だより�

　
フ
ラ
ン
ス
に
来
て
か
ら
1
週
間
近
く
が
経
ち
、僕
た
ち

は
様
々
な
所
を
見
学
し
に
行
き
ま
し
た
。
�

　
ま
ず
最
初
は
、”オ
ー
シ
ャ
ン
“と
い
う
所
に
買
い
物
に

行
き
ま
し
た
。
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
大
き
く
て
、

色
々
な
物
が
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

寮
か
ら
そ
ん
な
に
遠
く
は
な
い
の
で
、と
て
も
利
用
し
や

す
い
所
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
他
に
も
歴
史
的
建
築
物

や
、ク
ロ
リ
ュ
ッ
セ
館
に
行
っ
て
歴
史
的
な
画
家
の
話
を

聞
く
な
ど
、興
味
深
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
�

　
特
に
ト
ゥ
ー
ル
市
内
の
教
会
に
は
、あ
ま
り
の
大
き
さ

と
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
で
も
や
は
り
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、市
内
の
見
学
で
し
た
。
街
の

風
景
、建
物
、人
々
の
暮
ら
し
な
ど
、日
本
で
は
見
ら
れ

な
い
光
景
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
建
物
を
見
て
、

フ
ラ
ン
ス
は
昔
か
ら
文
化
が
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
�

　
早
く
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、他
の
学
校
の
生
徒
た
ち

と
も
仲
良
く
な
り
、も
ち
ろ
ん
寮
内
の
人
た
ち
と
も
仲

良
く
な
り
、フ
ラ
ン
ス
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
、自
分
自

身
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
�

　
私
は
こ
こ
へ
来
る
前
か
ら
、ト
ゥ
ー
ル
っ
て
ど
ん
な
街

な
ん
だ
ろ
う
？
と
、ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

な
ん
と
な
く
、こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
わ
か
り
ま

し
た
。
み
る
か
ぎ
り
、キ
レ
イ
な
町
で
、古
い
建
物
な
ど

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、ス
ゴ
イ
！
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
そ
ん
な
ト
ゥ
ー
ル
の
街
で
も
、よ
く
見
る
と
、道
に

た
く
さ
ん
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
そ
こ
が
私
の
想
像
と
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
ど
ろ

い
た
こ
と
は
、建
物
が
、上
に
い
く
に
つ
れ
て
広
が
っ
て
い

る
の
は
、日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
な
ぁ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。こ
れ
に
は
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
あ

と
、死
刑
囚
の
道
で
ト
ン
ネ
ル
を
わ
ざ
と
ひ
く
く
し
て
、

に
げ
よ
う
と
し
た
人
が
頭
を
う
っ
て
転
ぶ
よ
う
な
し
か

け
を
し
て
た
り
し
て
、色
々
と
く
ふ
う
し
て
い
る
の
だ
な

ぁ
と
感
心
し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
よ
う
に
、ト
ゥ
ー
ル
の
街
を
見
学
し
て
す
ご
く
感

心
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、こ
こ
が
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル

の
街
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
�

　
新
入
生
46
名
は
本
校
に
到
着
早
々
、3
日
間
の
日
程
で

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
�

　
第
1
日
目
、4
月
8
日（
火
）に
は
、学
校
で
の
生
活
や
学

習
面
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、そ
の
後
サ
ン
シ
ー
ル
市
内
の

ス
ー
パ
ー
へ
出
か
け
て
生
活
用
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
の
初
め
て
の
買
い
物
、バ
ス
の
乗
車
で
し
た
。

そ
の
日
の
晩
に
は
、寮
生
活
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、団
体

生
活
を
す
る
上
で
自
分
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
各
自

考
え
ま
し
た
。
�

　
翌
日
、と
て
も
良
い
天
気
の
中
ト
ゥ
ー
ル
市
内
を
見
学
。

街
を
自
分
の
足
で
歩
き
、フ
ラ
ン
ス
の
文
化
を
肌
で
感
じ
ま

し
た
。
教
会
な
ど
の
歴
史
的
建
築
物
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
驚
き
、先
輩
か
ら
は
お
勧
め
の
店
を
教
え
て
も
ら
う

な
ど
、楽
し
い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
後
を
し
め
く
く
っ
た
の
は
、4

月
20
日（
日
）の
お
城
見
学
。
学
園
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、ア
ン

ボ
ワ
ー
ズ
城
と
ク
ロ
リ
ュ
ッ
セ
館
を
訪
れ
ま
し
た
。レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
ゆ
か
り
の
城
は
ロ
ワ
ー
ル
川
を
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
、美
し
い
眺
め
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
壮
大
さ
に

は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
、様
々
な
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

　
学
園
に
つ
い
て
、フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
の
生
活

に
つ
い
て
、多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
生
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

い
く
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
�

新入生オリエンテーション�

田
中 

雅
臣 

君
　
高
等
部
1
年
生
�

田
口 

真
帆
さ
ん
　
中
等
部
1
年
生
�

生徒たちもよく訪れるトゥール市の旧市街、プリュムロー広場�

トゥール市の中心街にあるサン・ガシアン大聖堂�

レオナルド・ダ・ヴィンチゆかりのアンボワーズ城�

持
駒
な
し
�

1

一�
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四�
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卒業生 TOPICS

課
外
活
動
団
体
顧
問
・
�

指
導
者
の
表
彰
�

2
0
0
2
年
度
学
位
記
・
�

卒
業
証
書
授
与
式
�

リストラと�
ワークシェアリング�
熊沢 誠〔経済学部教授〕 著�
岩波書店　￥740（税別）�

ダイジェスト�

ヴィクトリア朝小説�
と犯罪�
西條 隆雄〔文学部教授〕 編�
音羽書房鶴見書店�
￥3,800（税別）�

地球環境と企業革新�
――根本的解決に向けて――�
中丸  寛信〔経営学部教授〕 著�
千倉書房　￥2,900（税別）�

郁達夫（いくたっぷ）研究�
胡金定〔国際言語文化センター教授〕 著�
東方書店　￥3,200（税別）�
本書の出版は伊藤忠兵衛�
基金出版助成による�
�

甲南OBの著書をピックアップ！�

甲南大学の�
教員が執筆した�

新刊�
レビュー�

２
０
０
３
年
度
入
学
宣
誓
式
�

第 一 線で活躍中の�
卒業生にアクセス！�

　
3
月
25
日
、講
堂
兼
体
育
館
で
、学
位
記
・
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、学
部
学
生

２，
１
４
０
名
、大
学
院
生
８９
名
が
卒
業
・
修
了
し
ま

し
た
。
　
沢
英
成
学
長
の
式
辞
、池
上
吉
藏
理
事
長

の
祝
辞
、そ
し
て
自
治

会
中
央
委
員
会
の
田

村
篤
委
員
長
の
送
辞

の
あ
と
、経
済
学
部
の

寺
坂
彩
さ
ん
が
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
�

　
甲
南
高
等
学
校
は

２
月
１８
日
、ト
ゥ
レ
ー
ヌ

甲
南
高
等
部
は
３
月

１
日
に
卒
業
式
を
行
い

ま
し
た
。
�

　
４
月
１
日
、講
堂
兼
体
育
館
で
、大
学
入
学
宣
誓

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、学
部
生
２，
１
０
７
人
、

大
学
院
生
１
１
１
人
、編
入
生
１１
人
が
入
学
し
ま
し

た
。
ま
ず
、　
沢
英
成
学
長
か
ら
、「
今
の
時
間
を
最

大
限
に
生
か
す
た
め
、 

”今
を
つ
か
め
！
“を

意
識
の
習
慣
に
し
て
、

皆
さ
ん
の
内
に
あ
る

天
与
の
才
を
見
出
し
、

つ
か
み
と
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
の
式
辞
、

池
上
吉
藏
理
事
長

の
祝
辞
に
続
い
て
、大
学
院
を
代
表
し
て
人
文
科
学

研
究
科
英
語
英
米
文
学
専
攻
の
前
田
玲
奈
さ
ん
が
、

学
部
を
代
表
し
て
理
工
学
部
生
物
学
科
の
小
原
直

子
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
入
学
を
宣
誓
。
そ
の
あ
と
、文

化
会
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
女
性
合
唱
団
ア
モ
ロ
ー
ゾ

が
リ
ー
ド
し
て
、学
園
歌
を
斉
唱
し
て
式
を
終
え
ま

し
た
。
�

　
甲
南
中
学
校
は
４
月
８
日
、ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園

は
４
月
１０
日
に
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
�

　
今
年
度
、５０
周
年
を
迎
え
た
体
育
会
は
、体
育
会

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
お
招
き
し
、５０
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
す
。
式
典
で
は
、体
育
会
５０
年
間
の
ビ
デ
オ
を
上

映
し
、先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
栄
え
あ
る
歴
史
を

顕
彰
し
ま
す
。
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
甲
南
大
学

の
名
を
広
め
た
O
B
・
O
G
・
在
学
生
の
表
彰
式
も
行

い
ま
す
。
式
典
の
参
加
は
各
部
O
B
・
O
G
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、５０
周
年
記
念
誌
を

お
贈
り
し
ま
す
。
�

　
式
典
後
に
は
、O
B
・
O
G
同
窓
会
を
催
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、各
部
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
�

【
日
時
】８
月
９
日（
土
）１６
時
〜
�

【
場
所
】
神
戸
国
際
会
館
　
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
�

　
　
　
（
J
R
三
ノ
宮
駅
、阪
急
・
阪
神
三
宮
駅
よ
り
徒
歩
3
分
）�

自
由
な
校
風
の
中
で
こ
そ
得
ら
れ
た
�

”人
と
違
う
事
を
す
る
“と
い
う
生
き
方
�

今
回
は
、太
陽
工
業
株
式
会
社
社
長
の
能
村
光
太
郎
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。�

親
か
ら
事
業
を
受
け
継
ぎ
、発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
中
で
、�

大
学
時
代
の
ど
ん
な
経
験
が
役
立
っ
た
か
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

◆PROFILE�

1969年に甲南大学経営学部を卒業後、太陽工業株式会社に入社。大阪万博の

パビリオン建設に携わる。その後、イベントプロデュースを手掛けるTSP太陽株式

会社を設立するなど事業を拡大し、1992年に太陽工業の社長に就任。現在に至る。�

　
「
膜
構
造
建
築
物
」
と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

平
た
く
言
う
と
、東
京
ド
ー
ム
な
ど
の
エ
ア
ド
ー
ム
型

天
井
の
建
物
の
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
駅
な
ど
も
そ
う
で
す
ね
。
弊
社
は

大
正
時
代
以
来
続
く
テ
ン
ト
屋
と
し
て
、日
本
の
「
膜

構
造
建
築
物
」の
お
よ
そ
9
割
の
建
築
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。
�

　
私
自
身
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
、1
9
7
0
年
の
大

阪
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
の
時
か
ら
、親
の
事
業
を

手
伝
う
カ
タ
チ
で
、こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
最
初
は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
く
て
ね（
笑
）。

一
日
の
業
務
の
ほ
か
に
、建
築
に
関
す
る
専
門
知
識
な

ど
の
勉
強
も
必
要
だ
か
ら
休
み
な
ど
ま
っ
た
く
な
し
。

し
か
し
、そ
の
頃
の
猛
勉
強
の
お
か
げ
で
い
ま
も
、現
場

の
知
識
は
誰
よ
り
持
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
よ
。
�

　
何
は
と
も
あ
れ
、30
年
以
上
も
そ
ん
な
事
業
を
手

掛
け
て
き
て
、い
ま
思
い
を
強
く
す
る
の
は
、人
と
同
じ

事
を
し
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
時
代
に

敏
感
で
あ
り
な
が
ら
、ど
こ
か
に
我
が
道
を
行
く
と
こ

ろ
が
な
い
と
、企
業
は
強
み
を
発
揮
で
き
な
い
。
最
近
も

新
入
社
員
に
言
っ
た
ん
で
す
よ
。「
君
は
2
年
間
海
外

留
学
を
し
た
の
が
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
だ
と
言
う

が
、い
ま
や
そ
ん
な
こ
と
は
誰
で
も
す
る
ぞ
」
と
ね
。
�

　
そ
う
思
え
ば
、私
の
大
学
時
代
は
、か
な
り
勝
手
ば

か
り
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た（
笑
）。
特
に
海
外
に
対

す
る
興
味
は
人
一
倍
強
く
て
、当
時
、海
外
旅
行
な
ん

て
ホ
ン
の
一
部
の
人
し
か
行
か
な
い
時
代
に
何
度
か
海

を
渡
り
ま
し
た
。
1
年
次
に
99
日
間
99
ド
ル
と
い
う
バ

ス
チ
ケ
ッ
ト
で
ア
メ
リ
カ
を
貧
乏
旅
行
し
た
の
も
忘
れ

ら
れ
な
い
し
、3
年
次
に
友
だ
ち
と
二
人
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

1
万
8
0
0
0
km
を
テ
ン
ト
を
積
ん
で
中
古
の
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン
で
走
破
し
た
こ
と
も
貴
重
な
経
験
で
す
。

「
ア
メ
リ
カ
研
究
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
活
動
も
行
っ
て

お
り
、こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
け
ど
お
金
が
な

い
か
ら
、当
時
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
っ
た
沖
縄
へ
の
旅

行
を
計
画
し
た
り
し
ま
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
香
り
だ

け
で
も
嗅
ご
う
」
な
ん
て
言
っ
て
ね
。
�

　
そ
ん
な
好
き
勝
手
を
大
学
が
認
め
、自
由
に
さ
せ
て

く
れ
た
こ
と
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
自

由
を
与
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
、自
分
で
す
べ
て
責
任
を

取
る
厳
し
さ
や
、そ
の
中
で
も
計
画
を
実
行
す
る
強
さ

を
身
に
つ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
会
社「
T
S
P

太
陽
」
を
設
立
す
る
な
ど
、オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し

て
精
力
的
に
活
動
し
て
こ
れ
た
の
も
、こ
の
頃
の
実
体

験
に
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
�

　
現
役
の
甲
南
生
た
ち
に
も
、自
由
な
校
風
の
中
で
、

何
事
に
も
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
ね
。
�

能
村  
光
太
郎
さ
ん
　
1
9
6
9
年
経
営
学
部
卒
業
�

能村さんの�
甲友録�

上島 隆夫さん�
’69年理学部卒業�

関西INTERMEDIA（株）�

山本 陽一さん�
’69年経済学部卒業�
（株）山本本家社長�

光島 和子さん�
’69年文学部卒業�
ガラスジュエリー�
デザイナー�

猛虎の群像そして星野�
政岡 基則  著�

1957年経済学部卒�
神戸新聞総合出版センター　￥1,200（税別）�

文学部英語英米文学科の成績優秀者と先生方�

眼は脳刺激で�
グングンよくなる�
￥867（税別）�

勉強嫌い、集中力のなさは�
「眼」が原因だった�
上記2冊／内藤 貴雄  著�
 1975年経営学部卒�

二見書房　￥1,300（税別）�

　
３
月
8
日
、
甲
友
会
館
に
お
い
て
、
課
外
活
動
団

体
顧
問
・
指
導
者
懇
談
会
が
催
さ
れ
、こ
れ
ま
で
、長

年
に
わ
た
っ
て
課
外
活
動
を
支
え
た
顧
問
2
名
と
、

優
秀
な
戦
績
に
導
い
た
指
導
者
2
名
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

【
顧
　
問
】
●
宮
岡 

薫 

教
授
…
文
化
会
書
道
部
甲

墨
会（
１３
年
間
）●
松
尾 

恒
子 

教
授
…
体
育
会
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部（
１７
年
間
）、文
化
会
茶
華
道
料
理
部
道

心
会（
１３
年
間
）�

【
指
導
者
】
●
松
井 

毅
さ
ん（
１
９
５
９
年
経
済
卒
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
元
監
督
／
関
西
大
学
ラ
グ

ビ
ー
リ
ー
グ
で
、甲
南
大
学
の
２０
年
間
B
リ
ー
グ
優

勝
を
含
め
、そ
の
地
位
を
維
持
さ
せ
た
。
●
松
本 

晴

豪
さ
ん（
１
９
７
４
年
経
済
卒
）
自
動
車
部
総
監
督

／
多
年
度
に
わ
た
っ
て
の
優
勝
、特
に
１
９
９
２
年
度

に
は
全
て
の
競
技
に
男
女
と
も
総
合
優
勝
を
果
た
し
、

創
部
以
来
の
快
挙
と
な
っ
た
。
�

体
育
会
50
周
年
記
念
式
典
の
開
催
�

法学的犯罪学�

刑事政策のすすめ�
前田忠弘〔法学部教授〕 共著�
法律文化社　￥2,300（税別）�

疾風（かぜ）になりたい�
9秒台に触れた男の伝言�
伊東浩司〔保健体育研究室講師〕 著�
出版芸術社　￥1,600（税別）�

学
業
成
績
の
優
れ
た
学
生
を
表
彰
�

　
2
0
0
2
年
度
、優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
学
部

生
に
、表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
文
学

部
、理
工
学
部
で
は
、4
年
次
生
の
み
を
対
象
に
、経

済
学
部
、法
学
部
お
よ
び
経
営
学
部
で
は
、年
次
ご
と

に
優
秀
者
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
文
学
部
46
人
、理
工

学
部
41
人
、経
済
学
部
43
人
、法
学
部
48
人
、経
営
学

部
43
人
、E
B
A
総
合
コ
ー
ス
2
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�
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今
回
よ
り
、内
容
充
実
の
た
め
に
誌
面
サ
イ
ズ
を

拡
大
し
、ま
た
、皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
疑
問

を
も
と
に
構
成
す
る
ペ
ー
ジ
「
こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

本
誌
で
は
こ
れ
を
機
に
、ま
す
ま
す
甲
友
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
に
お
応
え
で
き
る
誌
面
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
感
想
、新
コ
ー
ナ

ー
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
、ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で

す
か
ら
、ど
ん
ど
ん
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

◆次号予告（2003年10月発行予定）�
Network Konan�
つながる！甲南ネットワーク�

オンリーワンへの挑戦�

14

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
+
お
知
ら
せ
�

教
育
懇
談
会
・
父
母
の
会
定
期
総
会
�

◆
教
育
懇
談
会（
東
海
地
区
）�

在
校
生
の
父
母
を
対
象
に
、本
学
の
現
状
報
告
を
は

じ
め
、修
学
状
況
・
就
職
・
留
学
に
関
す
る
質
問
、相

談
に
お
応
え
す
る
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、同
日
午
前
11
時
か
ら

8
1
3
講
義
室
で
、父
母
の
会
の
定
期
総
会
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
�

【
日
時
】6
月
28
日（
土
）13
時
〜
�

【
場
所
】甲
南
大
学
本
校
舎
�

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】小
林
均
経
済
学
部
教
授（
学
生
部
長
）

に
よ
る
講
演
「
甲
南
大
学
に
お
け
る
学
生
生

活
」
と
、個
別
相
談
、大
学
施
設
見
学
、課
外

活
動
の
発
表
な
ど
�

第
１５
回
言
語
教
授
法
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
研
究
会
�

国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
教
員
を
中
心
に
「
私
の
外

国
語
学
習
法
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。一
般
の
参
加
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
研
究
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。
�

【
日
時
】7
月
12
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
�

【
場
所
】講
演
室（
9
号
館
1
階
）�

【
受
付
期
間
】
電
話（
0
7
8
‐
4
3
5
‐
2
3
2
6
）

ま
た
は
F
a
x（
0
7
8
‐
4
3
5
‐
2
5
4
5
）

で
6
月
30
日（
月
）ま
で
�

国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
社
会
人
講
座
�

秋
期
公
開
講
座
�

夏
期
公
開
講
座
�

2
0
0
4
年
度
特
別
入
試
日
程
�

本誌12号で2002年10月に設置した法曹養成高等教育研究所設置についてご報告しま

したが、今回は、法科大学院の概要について紹介します。�
�

1． 設置の趣旨および目的�
甲南大学法科大学院は、創立者平生釟三郎の教育理念と従来の教育の成果を生か

した法曹（裁判官、検察官、弁護士）養成の実現、すなわち、（1）「法の支配」を原理と

して、日本の社会経済をリードするビジネス・ローヤーと、（2）わが国社会の求める「司

法の正義」を公平に適用して日本社会を守る「国民の社会生活上の医師」とでもいう

べきソーシャル・ケア・ローヤーの育成をめざしています。�
�
2． 入学定員・標準修業年限・修了要件・学位�
入学定員は、1学年60人で、標準修業年限3年（ただし、法学既修者の短縮コースは

2年）です。修了には、法律基本科目60単位、法律実務基礎科目8単位以上、基礎法

学・隣接科目4単位以上、展開・先端科目26単位以上の合計98単位以上の修得が

必要です。また、修了者には法務博士（専門職）が授与されます。�
�
3． 教員組織�
専任教員23人を配置するほか、若手弁護士が、「特別講師」として論文の添削指導な

どきめ細かい指導を行います。�
�
4． 少人数教育・重層・段階教育�
専任教員1人当たりの学生数が8人程度の少人数教育を行います。�

また、入学前・後のガイダンスを充分に行い、1年次の講義科目から2・3年次の演習科

目、弁護士事務所や企業の現場で学ぶエクスターンシップ科目と、3年次の総合科目

へと3年間にわたり学習を積み上げるシステムをとり、「詰め込み」ではなく、重層的、

段階的な「熟成教育」を行います。�
�
5． 入学者の選抜方法�
入学者の選抜方法は、法学未修者試験を全員が受験し、この試験の合格者のなかで、

法学既修者（2年短縮コース）を希望する場合は、30単位を上限として単位免除の判

定を行います。�
�
6． 施設�
講義室、法廷教室、演習室、自習室、図書室、情報検索室、談話室などからなる、法科

大学院専用の建物は、地上10階建で来年3月竣工の予定です。�

就
職
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

1
〜
3
年
次
生
を
対
象
に
、就
職
活
動
の
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
目
的
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
学
生
諸
君
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
�

●
場
所
・
時
間
�

　
5
号
館
5
1
1
講
義
室
�

　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
�

●
日
程
・
テ
ー
マ
�

　
6
月
3
日
「
2
0
0
2
年
度
就
職
戦
線
総
括
」
�

　
株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
　
北
井 

洋
二
氏
�

　
6
月
10
日
「
雇
用
環
境
の
現
状
と
効
果
的
な

　
就
職
活
動
」
�

　
東
洋
人
材
開
発
研
究
所
　
羽
賀 

紘
一
氏（
本
学
O
B
）�

　
6
月
17
日
「
女
子
学
生
の
た
め
の
就
職
活
動
」
�

　
日
本
航
空
株
式
会
社
　
講
師
未
定
�

　
6
月
24
日
「
就
職
に
失
敗
し
な
い
た
め
の
情
報

　
収
集
術
パ
ー
ト
1
」
�

　
日
本
経
済
新
聞
社
大
阪
本
社
　
今
田 

光
彦
氏
�

�※
な
お
、日
程
は
予
定
で
す
。
講
師
の
都
合
に
よ
り
、変
更

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

◆
甲
南
就
職
講
座
前
期
日
程
�

就
職
活
動
を
始
め
る
前
に
、自
分
の
能
力
や
適
性

に
応
じ
た
進
路
を
み
つ
け
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
・
デ
ス
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
専
門
の

職
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、職
業
意
識
、企
業
や
業
界

に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
に
つ
い
て
個
別
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
1
年
次
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
詳
細

は
就
職
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

◆
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
デ
ス
ク
�

●
文
化
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ハ
イ
キ
ン
グ（
1
日
）�

●
総
合
研
究
所
公
開
講
演
会（
7
日
）�

●
大
学
教
育
懇
談
会（
28
日
）�

�●
体
育
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ（
5
・
6
日
）�

●
前
期
講
義
終
了（
15
日
）�

●
前
期
試
験（
16
〜
29
日
）�

●
夏
期
公
開
講
座
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」（
16

　
〜
30
日
）�

●
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
31
日
）�

●
夏
期
休
暇（
30
〜
9
月
18
日
）�

�●
夏
期
公
開
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」（
4
・
5
日
）�

�●
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
6
日
）�

●
前
期
末
学
位
記
・
卒
業
証
書
授
与
式（
18
日
）�

●
後
期
講
義
開
始（
19
日
）�

●
願
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト

ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い（
無
料
）。大
学
院
入

試
、編
入
学
試
験
に
つ
い
て
は
入
試
事
務
室（
0
7
8

‐
4
3
5
‐
2
3
1
9
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
試
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
�

http://w
w
w
.adm

.konan-u.ac.jp/ao/

入試制度�

試  験  日�

募集学部・�

コースおよび�

試験教科�

出願期間�

合格発表�

入学手続�

帰国子女入試� 社会人特別選抜入試�
EBA総合コース特別入試�

A方式�
EBA総合コース特別入試�

B方式�
スポーツ能力に�

優れた者の推薦入試�
経営学部高等学校�
商業科推薦入試�

10月 4 日（土）� 11月 1 日（土）� 11月15日（土）� 11月 1 日（土）�

10月17日（金）�

9月8日（月）～16日（火）�
（必着）�

10月16日（木）～22日（水）�
（消印有効）�

10月22日（水）～28日（火）�
（消印有効）�

10月16日（木）～22日（水）�
（消印有効）�

10月7日（火）～15日（水）�
（消印有効）�

10月29日（水）～�
11月6日（木）（消印有効）�

11月 7 日（金）� 11月21日（金）� 11月 7 日（金）�

10月25日（土）�

10月31日（金）�

第1次 ： 11月15日（土）�
第2次 ： 11月29日（土）�

第1次 ： 11月21日（金）�
第2次 ： 12月 5 日（金）�

文  学  部�

経済学部�

法  学  部�

経営学部�

経営学部�

文学部�

理工学部�

経済学部�

経済学部�

EBA総合�

コ   ー  ス�

EBA総合�

コ   ー  ス�

法学部�

法学部�

経営学部�
経営学部�

国　語�

外国語�

実　技�

小論文�

面　接�

小論文�
外国語、面接�
小論文・小テスト�
面接�
外国語�
小論文、面接�

外国語�
小論文�
面接�
外国語�
小論文�
口頭試問�
外国語�
小論文�
口頭試問�

小論文、面接�

小論文�

面　接�

第 1 次�

外国語�

小論文�

第 2 次�

面　接�
小論文、面接�

第 1 次 ： 12月11日（木）～18日（木）　第 2 次 ： 3 月15日（月）～24日（水）�

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
・
福
井
・
石
川
・
富
山
・
新

潟
・
東
京
・
神
奈
川
・
山
梨
・
長
野
に
在
住
の
父
母
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
�

【
日
時
】9
月
23
日（
火
）13
時
〜
�

【
場
所
】マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル（
名
古
屋
市
）�

香
川
・
愛
媛
・
徳
島
・
高
知
に
在
住
の
父
母
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。
�

【
日
時
】
11
月
23
日（
日
）11
時
〜
�

【
場
所
】サ
ン
ル
ー
ト
松
山（
松
山
市
）�

◆
教
育
懇
談
会（
四
国
地
区
）�

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
�

◆
親
子
で
楽
し
む
パ
ソ
コ
ン
教
室
�

貴
志
康
一
コ
ン
サ
ー
ト
�

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�

1
時
限
「
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
―
対
人
関
係
の
た
め
の
表
現
力
を
育

て
る
―
」
原
田
登
美
教
授
／
2
時
限
「
フ
ラ
ン
ス
で

の
買
い
物
の
場
面
を
め
ぐ
っ
て
―
お
客
の
方
がM

erci

と
い
う
の
は
何
故
か
―
」
中
村
典
子
教
授
／
3
時
限

「
難
民
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
―
イ
ギ
リ
ス
の

場
合
―
」
伊
庭
緑
助
教
授
／
4
時
限
「
ア
メ
リ
カ
人

の
行
動
の
心
理
的
背
景
」
ト
ー
マ
ス
・
マ
ッ
ク
講
師
�

【
日
　
時
】7
月
26
日（
土
）9
時
30
分
〜
15
時
15
分
�

【
定
　
員
】約
2
0
0
名（
高
校
生
以
上
の
社
会
人
）�

【
場
　
所
】1
4
2
講
義
室
�

【
受
講
料
】2，
0
0
0
円（
消
費
税
、資
料
含
む
）�

【
受
付
期
間
】
7
月
9
日（
水
）到
着
分
か
ら
往
復
は

が
き
先
着
順
�

【
日
　
時
】7
月
16
日（
水
）、18
日（
金
）、23
日（
水
）、

25
日（
金
）、28
日（
月
）、30
日（
水
）10
時

〜
11
時
30
分
�

【
定
　
員
】
50
名（
高
校
生
以
上
の
女
性
）�

【
場
　
所
】講
堂
兼
体
育
館
�

【
講
　
師
】鵤
木
千
加
子
助
教
授
、伊
東
浩
司
講
師
�

【
受
講
料
】
5，
0
0
0
円（
6
回
分
、消
費
税
、テ
キ

ス
ト
代
含
む
）�

【
受
付
期
間
】
6
月
9
日（
月
）〜
19
日（
木
）必
着
、

往
復
は
が
き
先
着
順
�

【
日
　
時
】
8
月
4
日（
月
）・
5
日（
火
）10
時
〜
15

時
40
分
�

【
定
　
員
】
30
組（
小
学
生
4
・
5
・
6
年
生
と
そ
の

保
護
者
1
名
）�

【
場
　
所
】2
5
1
講
義
室
�

【
講
　
師
】鳩
貝
耕
一
助
教
授
、井
上
明
講
師
�

【
受
講
料
】5，
0
0
0
円（
2
回
分
、消
費
税
、テ
キ
ス

ト
代
含
む
）�

【
受
付
期
間
】
6
月
30
日（
月
）〜
7
月
10
日（
木
）必

着
、往
復
は
が
き
、定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
に
よ
る
�

「
文
学
は
何
を
語
ろ
う
と
す
る
の
か
―
転
換
の

時
代
を
い
き
る
た
め
に
」
�

帝
国
と
い
う
過
去
、グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
未
来
―

文
学
の
語
る
も
の
／
文
学
は『
明
日
』
を
語
る
―
Ｒ
・

キ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
村
井
弦
斎
／
女
性
文
学
と
社
会
改

革
―
ア
メ
リ
カ
の
場
合
／
文
学
に
お
け
る『
明
日
』
／

変
わ
り
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
―
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人

と
そ
の
文
学
／
も
し
文
学
と
の
出
会
い
が
な
か
っ
た

な
ら
―
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
場
合
―
�

【
日
　
時
】9
月
27
日
か
ら
11
月
1
日
の
土
曜
日
�

全
6
回
13
時
30
分
〜
15
時
�

【
定
　
員
】2
0
0
名（
社
会
人
）�

【
場
　
所
】5
1
1
講
義
室
�

【
講
　
師
】井
野
瀬
久
美
恵
教
授
ほ
か
�

【
受
講
料
】3，
0
0
0
円（
6
回
分
、消
費
税
、テ
キ
ス

ト
代
含
む
）�

【
受
付
期
間
】8
月
25
日（
月
）〜
9
月
4
日（
木
）〔
予

定
〕必
着
、往
復
は
が
き
先
着
順
�

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て

知
ら
れ
、い
ま
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
貴
志
康
一
は
、

旧
制
甲
南
高
等
学
校
で
学
び
ま
し
た
。
若
く
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
研
鑚
を
積
み
、バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
、

作
曲
家
と
し
て
、指
揮
者
と
し
て
活
躍
し
、１
９
３
４

年
に
は
、自
作
の
交
響
曲
「
仏
陀
」
に
お
い
て
、ベ
ル

リ
ン
フ
ィ
ル
を
指
揮
し
ま
し
た
。ま
た
、貴
志
没
後
の

１
９
４
９
年
、ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ
れ
た
湯
川
秀

樹
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
の
折
、そ
の
祝
賀
会
で
貴

志
作
品
の
バ
イ
オ
リ
ン
曲
「
竹
取
物
語
」
が
奏
さ
れ

ま
し
た
。
�

こ
の
度
、神
戸
新
聞
社
の
主
催
、甲
南
学
園
の
協
賛

に
よ
り
、貴
志
康
一
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
展
覧
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
共
通
券
を
抽

選
で
15
組（
2
名
1
組
）プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
同

封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
６
月
３０
日
必
着
で
す
。
当
選
さ
れ
た

方
に
は
、７
月
中
に
チ
ケ
ッ
ト
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、甲
南
関
係
者
に
は
、特
別
割
引
チ
ケ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
�

●
共
通
券
特
別
割
引
チ
ケ
ッ
ト
　
3，
6
0
0
円
�

　（
通
常  

前
売
4，
0
0
0
円  

当
日
4，
5
0
0
円
）�

【
お
申
込
み
】�

電
　
話
　
0
7
8
‐
4
3
5
‐
2
3
1
4
�

F
a
x
　
0
7
8
‐
4
3
5
‐
2
5
4
6
�

e-m
ail

　ko
u
h
o
u
@
ad
m
.ko
n
an
-u
.ac.jp

�

当
日
窓
口
で
料
金
と
引
き
換
え
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。�

◆
お
申
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報
部
ま
で�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
８
）４
３
５
‐
２
３
１
４�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
８
）４
３
５
‐
２
５
４
６�

　e-m
ail   ko

uho
u@
ad
m
.ko
nan-u.ac.jp

■
よ
み
が
え
る
天
才
音
楽
家 

貴
志
康
一
コ
ン
サ
ー
ト
�

【
日
　
時
】
10
月
10
日（
金
）19
時
開
演
�

【
場
　
所
】神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
�

【
演
奏
者
】
小
松
一
彦（
指
揮
）／
尾
崎
比
佐
子（
ソ
プ

ラ
ノ
）／
戎
洋
子（
ピ
ア
ノ
）／
北
浦
洋
子

（
バ
イ
オ
リ
ン
）／
田
中
修
二（
ピ
ア
ノ
）／

神
戸
市
混
声
合
唱
団
�

【
曲
　
目
】「
八
重
桜
」「
天
の
原
」「
バ
イ
オ
リ
ン
・
ソ

ナ
タ
」「
行
脚
僧
」「
か
も
め
」
ほ
か
�

■
夭
折
の
天
才
音
楽
家
　
貴
志
康
一
展
�

【
日
時
】9
月
6
日（
土
）〜
11
月
24
日（
月
）�

【
場
所
】芦
屋
市
立
美
術
博
物
館（
芦
屋
市
）�

【
展
示
】貴
志
康
一
自
筆
楽
譜
�

貴
志
康
一
書
簡
�

欧
州
滞
在
中
の
写
真
類
�

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
自
宅
の
遺
品
�

譜
面
と
C
D
の
聴
音
コ
ー
ナ
ー
�

貴
志
康
一
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ（
3
回
程
度
）�

�

15組�
30名様�
ご招待�

甲南大学法科大学院の設置に向けた現状報告�

（文部科学省への設置申請は6月下旬に行います）�


